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は
じ
め
に

近
年
の
古
代
祭
祀
・
儀
礼
研
究
に
お
い
て
、
神
々
の
祟
り
や
怪
異
（
1
）、

列
島
の
自
然
災
害
（
2
）な

ど
を
俎
上
に
載
せ
、
祟
り
・
災
異
と
祭
祀
儀
礼

と
の
密
接
な
関
係
性
か
ら
祭
祀
の
位
置
付
け
や
そ
の
存
在
意
義
を
論
じ
る
研
究
は
少
な
く
な
い
。
古
代
国
家
は
列
島
の
自
然
災
害
に
対
応
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
災
害
の
解
決
手
段
と
し
て
様
々
な
祭
祀
・
儀
礼
が
執
り
行
わ
れ
て
い
た
（
3
）。

記
紀
に
記
さ
れ
た
崇
神
天
皇
の
御
代
に
発

生
し
た
疫
病
の
よ
う
に
、
災
害
の
発
生
を
神
意
の
発
現
、
神
の
祟
り
に
求
め
た
事
例
も
あ
り
（
4
）、

災
害
の
克
服
の
た
め
神
祇
祭
祀
を
行
う
こ
と

は
朝
廷
の
古
く
か
ら
の
慣
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
5
）。

で
は
、
皇
祖
神
を
祭
る
伊
勢
神
宮
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
朝
廷
に
と
っ
て
伊
勢
神
宮
は
他
の
諸
社
と
は
別
格
の
存
在

で
あ
り
、
古
く
よ
り
丁
重
な
祭
祀
が
執
行
さ
れ
、
多
く
の
臨
時
奉
幣
が
な
さ
れ
て
き
た
。
自
然
災
害
や
祟
り
な
ど
の
災
い
と
神
宮
祭
祀
が
い

か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
一
神
社
の
事
例
を
超
え
て
天
下
の
災
害
と
神
社
祭
祀
と
の
関
係
性
を
象
徴
的
に

明
示
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

神
宮
祭
祀
と
災
害
と
の
関
係
性
を
考
察
す
る
に
は
様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
三
つ
の
視
座
か
ら
考
察
を
試
み
た
い
。
伊

古
代
の
神
宮
祭
祀
と
災
害
（
塩
川
）
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年 月・日 事 由 対 象 方 法 出典
1 持統 6 5・26 藤原宮造営 伊勢･大倭･住吉･紀伊 奉幣 紀
2 文武 3 8・8 南嶋からの献物 伊勢大神宮及諸社 南嶋献物奉納 続紀

3 大宝 2 4・10（瑞祥） 伊勢大神宮 杠谷樹八尋桙根献
上 続紀

4 慶運 1 11・8 伊勢大神宮 幣帛・鳳凰鏡・窠
子錦を供進 続紀

5 3 閏 1・13 新羅からの調 伊勢大神宮及七道諸社 新羅調奉納 続紀
6 和銅 1 10・2 平城宮造営奉告 伊勢太神宮 奉幣 続紀
7 養老 5 9・11 例幣、斎王卜定奉告 伊勢太神宮 奉幣 続紀

8 天平 9 4・1 新羅無礼 伊勢神宮･大神社･筑紫
住吉社･八幡社･香椎宮 奉幣 続紀

9 天平10 5・24 伊勢大神宮 神宝奉献 続紀
10 天平12 9・11 例幣、（藤原広嗣乱） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
11 11・3（藤原広嗣乱平定） 大神宮 奉幣 続紀
12 天平13 1・11 恭仁京遷都奉告 伊勢大神宮及七道諸社 奉幣 続紀
13 天平17 6・4（ 5 月異常地震） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
14 天平21 4・5 陸奥国黄金産出 伊勢大神宮 奉幣 続紀

15 天平勝宝 3 4・4 遣唐使平安 伊勢大神宮、畿内・七
道諸社 奉幣 続紀

16 天平勝宝 7 11・2（聖武上皇不予） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
17 天平勝宝 8 4・22（聖武上皇不予） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
18 5・2（聖武上皇不予） 伊勢大神宮 奉幣 続紀

19 天平宝字 2 8・19 斎王卜定奉告、御即位
伊勢太神宮〈斎王〉､同
大神宮及天下諸国神社
〈御即位〉

奉幣 続紀

20 天平宝字 3 10・15 伊勢・志摩両国の神宮境界争 神宮 奉幣 続紀

21 4 3・13 光明皇太后不予 天神地祇 祈祷 続紀
22 6 11・3（新羅征伐） 伊勢太神宮 奉幣 続紀
23 8 9・13（藤原仲麻呂乱平定） 伊勢大神宮 奉幣 続紀

24 神護景雲 3 2・16 諸社、伊勢太神宮
神服奉献
太神宮・月次社の
み馬形・鞍を追加

続紀

25 4 8・1 日蝕（天皇不予） 伊勢大神宮 奉幣・赤毛馬 続紀
26 宝亀 6 10・25（風雨・地震） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
27 9 3・27 皇太子不予 伊勢神宮及天下諸神 奉幣 続紀
28 天応 1 4・11 即位 伊勢大神宮 遣使奉告 続紀
29 延暦 7 5・2 亢旱により祈雨 伊勢神宮及七道名神 遣使祈祷 続紀
30 8 3・10 蝦夷征伐 伊勢神宮 奉幣 続紀
31 延暦10 8・14 神宮火災謝 伊勢大神宮 奉幣、遣使修造 続紀

勢
神
宮
へ
の
臨
時
奉
幣
の
目
的
、
伊
勢
神
宮
で
の
恒
例
祭
祀
の
祈
願
内
容
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
な
ど
に
記
さ
れ
た
天
皇
不
予
・
災
害
を

天
照
大
神
の
祟
り
と
し
た
事
例
、
で
あ
る
。
史
料
に
基
づ
い
た
臨
時
・
恒
例
の
神
宮
祭
祀
に
お
け
る
祈
願
目
的
を
確
認
す
る
こ
と
は
古
代
神

宮
祭
祀
の
基
本
を
理
解
し
、基
礎
的
な
視
座
を
確
立
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
特
に
臨
時
で
伊
勢
へ
遣
使
が
な
さ
れ
た
事
例
は
、国
家
に
と
っ

て
特
別
な
祈
願
が
な
さ
れ
た
事
例
が
多
い
と
推
測
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
神
宮
へ
の
祈
願
目
的
の
特
徴
は
明
示
し
や
す
く
、
災
害
の
位
置
付
け
も

明
瞭
と
な
ろ
う
。『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
は
院
政
期
成
立
と
さ
れ
記
事
に
よ
っ
て
史
料
性
の
扱
い
方
が
困
難
で
あ
る
が
、
内
宮
禰
宜
の
撰
述

し
た
史
料
で
あ
る
た
め
、
伊
勢
の
奉
仕
者
が
神
宮
祭
祀
と
大
神
の
祟
り
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
六

国
史
・『
延
暦
儀
式
帳
』・『
延
喜
式
』
と
い
っ
た
確
か
な
史
料
で
神
宮
へ
の
祈
願
と
災
害
の
位
置
付
け
を
確
認
し
た
上
で
、
伊
勢
神
宮
の
神

の
祟
り
が
災
い
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
事
例
を
捉
え
、
古
代
の
神
宮
祭
祀
と
祟
り
・
災
害
と
の
連
関
性
の
一
端
を
考
察
す
る
。

一
、
伊
勢
臨
時
奉
幣
（
六
国
史
）
の
検
討

左
に
掲
出
す
る
表
は
、
六
国
史
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
へ
の
臨
時
奉
幣
・
遣
使
の
事
例
を
収
集
し
た
表
（
持
統
天
皇
六
年
～
仁
和
三
年
）
で
あ

る
（
6
）。

以
下
、
本
表
の
基
礎
的
分
析
を
行
う
。

臨
時
奉
幣
・
遣
使
の
事
由
を
集
計
す
る
と
、
宮
都
造
営
・
遷
都
・
遷
御
・
火
災
が
計
九
例
、
即
位
・
大
嘗
・
改
元
・
元
服
が
計
一
九
例
、

珍
宝
や
瑞
祥
・
新
銭
が
計
八
例
、
外
敵
・
戦
乱
が
十
例
、
遣
唐
使
が
二
例
、
天
皇
・
上
皇
な
ど
の
不
予
が
一
一
例
、
天
皇
の
御
願
・
宿
願
が

二
例
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
・
疾
病
が
計
三
八
例
、
豊
年
が
七
例
、
祟
・
怪
異
が
計
七
例
、
天
下
・
国
祈
が
計
二
例
、
斎
宮
関
係
が
二
〇

例
、
例
幣
停
止
が
三
例
、
神
宮
火
災
や
神
宝
使
な
ど
神
宮
・
伊
勢
関
係
が
九
例
、
事
由
不
明
が
二
一
例
と
な
っ
て
い
る
（
一
四
例
重
複
あ
り
）。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』

― 254 ―



年 月・日 事 由 対 象 方 法 出典
1 持統 6 5・26 藤原宮造営 伊勢･大倭･住吉･紀伊 奉幣 紀
2 文武 3 8・8 南嶋からの献物 伊勢大神宮及諸社 南嶋献物奉納 続紀

3 大宝 2 4・10（瑞祥） 伊勢大神宮 杠谷樹八尋桙根献
上 続紀

4 慶運 1 11・8 伊勢大神宮 幣帛・鳳凰鏡・窠
子錦を供進 続紀

5 3 閏 1・13 新羅からの調 伊勢大神宮及七道諸社 新羅調奉納 続紀
6 和銅 1 10・2 平城宮造営奉告 伊勢太神宮 奉幣 続紀
7 養老 5 9・11 例幣、斎王卜定奉告 伊勢太神宮 奉幣 続紀

8 天平 9 4・1 新羅無礼 伊勢神宮･大神社･筑紫
住吉社･八幡社･香椎宮 奉幣 続紀

9 天平10 5・24 伊勢大神宮 神宝奉献 続紀
10 天平12 9・11 例幣、（藤原広嗣乱） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
11 11・3（藤原広嗣乱平定） 大神宮 奉幣 続紀
12 天平13 1・11 恭仁京遷都奉告 伊勢大神宮及七道諸社 奉幣 続紀
13 天平17 6・4（ 5 月異常地震） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
14 天平21 4・5 陸奥国黄金産出 伊勢大神宮 奉幣 続紀

15 天平勝宝 3 4・4 遣唐使平安 伊勢大神宮、畿内・七
道諸社 奉幣 続紀

16 天平勝宝 7 11・2（聖武上皇不予） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
17 天平勝宝 8 4・22（聖武上皇不予） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
18 5・2（聖武上皇不予） 伊勢大神宮 奉幣 続紀

19 天平宝字 2 8・19 斎王卜定奉告、御即位
伊勢太神宮〈斎王〉､同
大神宮及天下諸国神社
〈御即位〉

奉幣 続紀

20 天平宝字 3 10・15 伊勢・志摩両国の神宮境界争 神宮 奉幣 続紀

21 4 3・13 光明皇太后不予 天神地祇 祈祷 続紀
22 6 11・3（新羅征伐） 伊勢太神宮 奉幣 続紀
23 8 9・13（藤原仲麻呂乱平定） 伊勢大神宮 奉幣 続紀

24 神護景雲 3 2・16 諸社、伊勢太神宮
神服奉献
太神宮・月次社の
み馬形・鞍を追加

続紀

25 4 8・1 日蝕（天皇不予） 伊勢大神宮 奉幣・赤毛馬 続紀
26 宝亀 6 10・25（風雨・地震） 伊勢大神宮 奉幣 続紀
27 9 3・27 皇太子不予 伊勢神宮及天下諸神 奉幣 続紀
28 天応 1 4・11 即位 伊勢大神宮 遣使奉告 続紀
29 延暦 7 5・2 亢旱により祈雨 伊勢神宮及七道名神 遣使祈祷 続紀
30 8 3・10 蝦夷征伐 伊勢神宮 奉幣 続紀
31 延暦10 8・14 神宮火災謝 伊勢大神宮 奉幣、遣使修造 続紀

古
代
の
神
宮
祭
祀
と
災
害
（
塩
川
）
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表 1 伊勢臨時奉幣・遣使表（六国史）



32 12 3 10 遷都 伊勢大神宮 奉幣 紀略
33 13 1・17 蝦夷征伐 伊勢大神宮 奉幣 紀略
34 3・18（蝦夷征伐） 伊勢大神宮 奉幣 類史
35 14 8・30 伊勢大神宮 装束物奉献 類史
36 15 2・15 斎内親王退下 伊勢大神宮 奉幣 類史

37 11・14 新銭使用開始 伊勢神宮・賀茂上下二
社・松尾社 隆平永宝奉納 後紀

38 18 8・25 斎内親王入斎宮 伊勢大神宮 奉幣 後紀
39 大同 1 4・16 斎内親王帰京 伊勢大神宮 奉幣 後紀
40 11・20 斎内親王交替 伊勢大神宮 遣使奉告 類史
41 3 11・14 大嘗 伊勢大神宮 奉幣 後紀
42 5 4・19 斎内親王卜定 伊勢大神宮 遣使奉告 類史
43 7・30 聖体不予 伊勢大神宮 奉幣 類史
44 弘仁 2 6・3 伊勢大神宮 奉幣 後紀
45 3 7・2 疫旱 伊勢大神宮 奉幣 後紀
46 6 8・3 霖雨 伊勢大神宮幷賀茂大神 奉幣 後紀
47 7 8・2（風雨） 伊勢大神宮 奉幣 類史
48 9・6 停大風〈8・16〉報賽 伊勢大神宮 奉幣 類史
49 9 4・22 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 紀略
50 9・11 疫癘 伊勢大神宮 奉幣 類史

51 10 7・17 祈雨 伊勢大神宮・大和国大
后山陵 奉幣 紀略

52 14 4・21 即位 伊勢大神宮 奉幣 紀略
53 6・3 斎内親王卜定の停止 伊勢大神宮 奉幣 類史
54 7・7 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 紀略
55 8・8（旱疫） 伊勢大神宮 奉幣 類史
56 11・3 大嘗 伊勢大神宮 奉幣 類史
57 天長 1 4・6 祟 伊勢大神宮 御剣奉献・奉幣 類史
58 8・17 調風雨 伊勢大神 奉幣 類史
59 9・10 斎宮移転 大神 奉告 類史
60 4 2・26 斎内親王帰京 （伊勢大神宮） 遣使奉告 類史
61 4・2 斎内親王退下 伊勢大神宮 奉幣 類史
62 5 2・25 斎内親王交替 大神 奉幣 類史
63 7 7・24 聖体不和 伊勢大神 奉幣 類史
64 9・6 斎女王参入 伊勢大神宮 奉幣 類史
65 8 8・13 防風雨 伊勢大神宮 奉幣 類史
66 9 7・22 防風雨 伊勢大神宮 奉幣 類史
67 10 3・4 即位 伊勢大神宮 奉幣 続後

年 月・日 事 由 対 象 方 法 出典68 4・7 斎内親王卜定 伊勢大神宮 遣使奉告 続後
69 8・23 伊勢大神宮 奉幣 続後
70 11・8 大嘗会 伊勢大神宮 奉幣 続後

71 承和 1 6・28 祈雨 伊勢大神宮及畿内七道
名神 奉幣 続後

72 2 7・5 防風雨 伊勢大神宮 奉幣 続後
73 3 9・11 宮中穢で例幣停止 伊勢大神宮 遣使奉告 続後
74 4 3・22 遣唐使進発 伊勢大神宮 奉幣 続後
75 5 7・29 祷豊年 伊勢大神宮 奉幣 続後
76 10・4 伊勢太神宮 神宝奉献 続後
77 6 4・21 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 続後
78 10・13 唐物奉献 伊勢大神宮 奉唐物 続後
79 11・2 伊勢大神宮 奉幣 続後
80 12・2 斎宮焼損、斎宮移転 伊勢大神 奉珍幣、遣使祈申 続後

81 7 6・15 祈雨
伊勢大神宮及賀茂上
下・松尾等社、内外諸
国神祇

奉幣 続後

82 7・5 祈秋実 伊勢大神宮 奉幣 続後

83 12・7 天皇御願、肥後国神霊地涸尽 伊勢大神宮 遣使祈祷 続後

84 8 6・22 阿蘇郡神霊地涸竭・伊豆国地震・物怪
伊勢大神宮、賀茂御祖
社 奉幣 続後

85 7・26 祈豊年 伊勢大神宮 奉幣 続後
86 9 6・5 物怪 伊勢大神宮 奉幣 続後
87 8・11 百穀の防災 伊勢大神宮 奉幣 続後
88 9・20 来年疫気の防災 伊勢大神宮、天下名神 奉幣 続後
89 10 7・23 祈秋稼 伊勢大神宮 奉幣 続後
90 8・7 伊勢大神宮 奉幣 続後
91 11 閏 7・21 防風雨 伊勢大神宮 奉幣 続後
92 10・6 伊勢大神宮 奉幣 続後
93 12 7・27 止雨 伊勢大神宮 奉幣 続後
94 14 3・20 伊勢大神宮 奉幣 続後

95 嘉祥 1 6・13 改元、防水害 伊勢大神宮及賀茂上
下・松尾等社 奉幣 続後

96 2 9・7 式年遷宮神宝使 伊勢大神宮 奉神宝 続後
97 3 6・21 即位 伊勢太神宮 遣使奉告 文実
98 8・8 斎内親王卜定 伊勢太神宮 遣使奉告 文実

99 9・26 賀瑞
伊勢大神宮、賀茂大神
社、尾張大神社、五畿
七道諸国名神

遣使奉告、班幣 文実

100 仁寿 1 6・3 祈霽、春祭供奉の使の穢により大神が怒る
伊勢・賀茂・松尾・乙
訓等神社 奉幣 文実

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』

― 256 ―



32 12 3 10 遷都 伊勢大神宮 奉幣 紀略
33 13 1・17 蝦夷征伐 伊勢大神宮 奉幣 紀略
34 3・18（蝦夷征伐） 伊勢大神宮 奉幣 類史
35 14 8・30 伊勢大神宮 装束物奉献 類史
36 15 2・15 斎内親王退下 伊勢大神宮 奉幣 類史

37 11・14 新銭使用開始 伊勢神宮・賀茂上下二
社・松尾社 隆平永宝奉納 後紀

38 18 8・25 斎内親王入斎宮 伊勢大神宮 奉幣 後紀
39 大同 1 4・16 斎内親王帰京 伊勢大神宮 奉幣 後紀
40 11・20 斎内親王交替 伊勢大神宮 遣使奉告 類史
41 3 11・14 大嘗 伊勢大神宮 奉幣 後紀
42 5 4・19 斎内親王卜定 伊勢大神宮 遣使奉告 類史
43 7・30 聖体不予 伊勢大神宮 奉幣 類史
44 弘仁 2 6・3 伊勢大神宮 奉幣 後紀
45 3 7・2 疫旱 伊勢大神宮 奉幣 後紀
46 6 8・3 霖雨 伊勢大神宮幷賀茂大神 奉幣 後紀
47 7 8・2（風雨） 伊勢大神宮 奉幣 類史
48 9・6 停大風〈8・16〉報賽 伊勢大神宮 奉幣 類史
49 9 4・22 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 紀略
50 9・11 疫癘 伊勢大神宮 奉幣 類史

51 10 7・17 祈雨 伊勢大神宮・大和国大
后山陵 奉幣 紀略

52 14 4・21 即位 伊勢大神宮 奉幣 紀略
53 6・3 斎内親王卜定の停止 伊勢大神宮 奉幣 類史
54 7・7 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 紀略
55 8・8（旱疫） 伊勢大神宮 奉幣 類史
56 11・3 大嘗 伊勢大神宮 奉幣 類史
57 天長 1 4・6 祟 伊勢大神宮 御剣奉献・奉幣 類史
58 8・17 調風雨 伊勢大神 奉幣 類史
59 9・10 斎宮移転 大神 奉告 類史
60 4 2・26 斎内親王帰京 （伊勢大神宮） 遣使奉告 類史
61 4・2 斎内親王退下 伊勢大神宮 奉幣 類史
62 5 2・25 斎内親王交替 大神 奉幣 類史
63 7 7・24 聖体不和 伊勢大神 奉幣 類史
64 9・6 斎女王参入 伊勢大神宮 奉幣 類史
65 8 8・13 防風雨 伊勢大神宮 奉幣 類史
66 9 7・22 防風雨 伊勢大神宮 奉幣 類史
67 10 3・4 即位 伊勢大神宮 奉幣 続後

年 月・日 事 由 対 象 方 法 出典68 4・7 斎内親王卜定 伊勢大神宮 遣使奉告 続後
69 8・23 伊勢大神宮 奉幣 続後
70 11・8 大嘗会 伊勢大神宮 奉幣 続後

71 承和 1 6・28 祈雨 伊勢大神宮及畿内七道
名神 奉幣 続後

72 2 7・5 防風雨 伊勢大神宮 奉幣 続後
73 3 9・11 宮中穢で例幣停止 伊勢大神宮 遣使奉告 続後
74 4 3・22 遣唐使進発 伊勢大神宮 奉幣 続後
75 5 7・29 祷豊年 伊勢大神宮 奉幣 続後
76 10・4 伊勢太神宮 神宝奉献 続後
77 6 4・21 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 続後
78 10・13 唐物奉献 伊勢大神宮 奉唐物 続後
79 11・2 伊勢大神宮 奉幣 続後
80 12・2 斎宮焼損、斎宮移転 伊勢大神 奉珍幣、遣使祈申 続後

81 7 6・15 祈雨
伊勢大神宮及賀茂上
下・松尾等社、内外諸
国神祇

奉幣 続後

82 7・5 祈秋実 伊勢大神宮 奉幣 続後

83 12・7 天皇御願、肥後国神霊地涸尽 伊勢大神宮 遣使祈祷 続後

84 8 6・22 阿蘇郡神霊地涸竭・伊豆国地震・物怪
伊勢大神宮、賀茂御祖
社 奉幣 続後

85 7・26 祈豊年 伊勢大神宮 奉幣 続後
86 9 6・5 物怪 伊勢大神宮 奉幣 続後
87 8・11 百穀の防災 伊勢大神宮 奉幣 続後
88 9・20 来年疫気の防災 伊勢大神宮、天下名神 奉幣 続後
89 10 7・23 祈秋稼 伊勢大神宮 奉幣 続後
90 8・7 伊勢大神宮 奉幣 続後
91 11 閏 7・21 防風雨 伊勢大神宮 奉幣 続後
92 10・6 伊勢大神宮 奉幣 続後
93 12 7・27 止雨 伊勢大神宮 奉幣 続後
94 14 3・20 伊勢大神宮 奉幣 続後

95 嘉祥 1 6・13 改元、防水害 伊勢大神宮及賀茂上
下・松尾等社 奉幣 続後

96 2 9・7 式年遷宮神宝使 伊勢大神宮 奉神宝 続後
97 3 6・21 即位 伊勢太神宮 遣使奉告 文実
98 8・8 斎内親王卜定 伊勢太神宮 遣使奉告 文実

99 9・26 賀瑞
伊勢大神宮、賀茂大神
社、尾張大神社、五畿
七道諸国名神

遣使奉告、班幣 文実

100 仁寿 1 6・3 祈霽、春祭供奉の使の穢により大神が怒る
伊勢・賀茂・松尾・乙
訓等神社 奉幣 文実
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101 10・22 大嘗祭 伊勢太神宮 遣使奉告 文実
102 12・8 伊勢大神宮 奉幣 文実
103 2 8・1 止風雨 伊勢太神宮 奉幣 文実
104 3 4・10 除災疫 伊勢太神宮 遣使請願 文実
105 7・18 攘災 伊勢太神宮 奉幣 文実
106 4 7・27 風雨予防 伊勢太神宮 遣使請願 文実
107 天安 2 11・1 即位 伊勢太神宮 遣使奉告 三実

108 3 2・1 即位 伊勢国大神宮及五畿七
道諸神 班幣・奉告 三実

109 〈貞観 1〉 9・10 大嘗祭 伊勢太神宮 奉幣 三実
110 10・28 斎内親王卜定 伊勢太神宮 遣使奉告 三実
111 貞観 3 10・4 国祈 伊勢太神宮 奉幣 三実
112 4 11・11 伊勢太神宮 奉幣 三実
113 5 3・9 伊勢大神宮 奉幣 三実
114 12・6 伊勢大神宮 奉幣 三実
115 6 7・10 伊勢太神宮 奉幣 三実

116 7 9・11 御在所穢により例幣停止 伊勢大神宮 遣使奉告 三実

117 11・4 内裏遷御 伊勢大神宮幷明神 11
社 奉幣 三実

118 8 7・6 応天門火災･物怪､旱災 伊勢太神宮 奉幣 三実
119 7・10 伊勢大神宮 奉幣 三実
120 10 9・7 式年遷宮神宝使 伊勢大神宮 奉大神財宝 類史
121 11 6・17 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 三実

122 12・14
新羅兵革・肥後国地震
風水災・陸奥国異常地
震

伊勢大神宮 奉幣 三実

123 12 9・8 外宮式年遷宮神宝使 伊勢大神宮 奉神宝 三実
124 9・11 内裏穢により例幣停止 伊勢大神宮 遣使奉告 三実
125 11・8 例幣に新銭を付す 伊勢大神宮 奉新鋳銭 三実
126 13 9・11 例幣に宿祷報賽を付す 伊勢大神宮 賽宿祷 三実
127 15 2・4 天下及年穀 伊勢太神宮 奉幣・祈祷 三実
128 7・19 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 三実
129 16 閏 4・4 御体異変 伊勢太神宮 奉幣 紀略
130 8・13 伊勢国蝗害 伊勢大神宮 奉幣 三実
131 17 6・9 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 三実

132 8・25 祈秋稔
伊勢及賀茂御祖・別雷
社、松尾・稲荷・木嶋・
乙訓・丹生社

奉幣 紀略

133 18 5・3 大極殿火災 伊勢大神宮 遣使奉告 三実

年 月・日 事 由 対 象 方 法 出典134 12・17 即位 伊勢大神宮 奉幣・奉告 三実
135 19 2・23 即位・斎内親王卜定 伊勢大神宮 奉幣・奉告 三実

136 4・9 大極殿造立

伊勢大神宮及石清水八
幡大菩薩宮・賀茂御祖
別雷・松尾・平野・稲
荷等神社

奉幣 三実

137 〈元慶 1〉 7・19 改元・祈雨
伊勢大神宮幷賀茂御祖
別雷・松尾・平野・大
原野神社

奉幣 三実

138 11・2 伊勢太神宮 奉幣 三実

139 2 3・7（御体平安の報賽） 伊勢太神宮 奉幣・神宝・弓・
桙・剣 三実

140 8・24（止雨） 伊勢太神宮 奉幣 三実
141 12・11 新羅虜船来寇 伊勢太神宮 遣使祈請 三実
142 4 2・4 大極殿完成 伊勢大神宮 奉幣 三実
143 8・16 伊勢太神宮 奉幣 三実
144 5 12・11 天皇明年正月元服 伊勢大神宮 奉幣 三実
145 6 5・15 斎内親王・斎王卜定 伊勢大神宮及賀茂神社 奉幣

146 7 7・13 主上疾病・天下風水害予防の報賽

伊勢大神宮・賀茂御祖
別雷・松尾・稲荷・貴
布祢・丹生川上・大和
等神社

奉幣・班幣 三実

147 8 2・19 即位 伊勢大神宮 奉幣 三実
148 3・2 修造 伊勢大神宮 遣使修造 三実
149 4・10 斎内親王卜定 伊勢大神宮 奉幣 三実
150 11・10 大嘗会 伊勢大神宮 奉幣 三実
151 仁和 1 11・20 伊勢大神宮 奉幣 三実
152 11・21 造宮使 伊勢大神宮 改作 三実
153 仁和 2 9・5 式年遷宮神宝使 伊勢大神宮 神宝奉献 三実

154 3 4・6

伊勢大神宮、山城国八
幡・伊勢国多度・近江
国日吉・駿河国浅間明
神社

奉幣 三実

・本表は六国史における臨時の神宮奉幣・遣使の例を集めたものである。恒例の九月神嘗祭例幣発遣などは
省いた。
・「出典」は典拠となる史料で、「紀」は日本書紀、「続紀」は続日本紀、「後紀」は日本後紀、「続後」は続日
本後紀、「文徳」は日本文徳天皇実録、「三実」は日本三代実録、「類史」は類聚国史、「紀略」は日本紀略
の略称である。
・「対象」は史料上の奉幣・遣使の対象社名、「方法」は幣帛奉納がなされた場合は「奉幣」、幣帛奉納は明記
されず使が発遣されて神への奉告がなされた場合は「遣使奉告」、その他特別な品々が奉献された場合はそ
のことを掲出した。
・「事由」は奉幣・遣使の理由であり、（ ）は史料上に明記されてはいないが記事の前後関係等から推察さ
れる理由を掲出した。
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101 10・22 大嘗祭 伊勢太神宮 遣使奉告 文実
102 12・8 伊勢大神宮 奉幣 文実
103 2 8・1 止風雨 伊勢太神宮 奉幣 文実
104 3 4・10 除災疫 伊勢太神宮 遣使請願 文実
105 7・18 攘災 伊勢太神宮 奉幣 文実
106 4 7・27 風雨予防 伊勢太神宮 遣使請願 文実
107 天安 2 11・1 即位 伊勢太神宮 遣使奉告 三実

108 3 2・1 即位 伊勢国大神宮及五畿七
道諸神 班幣・奉告 三実

109 〈貞観 1〉 9・10 大嘗祭 伊勢太神宮 奉幣 三実
110 10・28 斎内親王卜定 伊勢太神宮 遣使奉告 三実
111 貞観 3 10・4 国祈 伊勢太神宮 奉幣 三実
112 4 11・11 伊勢太神宮 奉幣 三実
113 5 3・9 伊勢大神宮 奉幣 三実
114 12・6 伊勢大神宮 奉幣 三実
115 6 7・10 伊勢太神宮 奉幣 三実

116 7 9・11 御在所穢により例幣停止 伊勢大神宮 遣使奉告 三実

117 11・4 内裏遷御 伊勢大神宮幷明神 11
社 奉幣 三実

118 8 7・6 応天門火災･物怪､旱災 伊勢太神宮 奉幣 三実
119 7・10 伊勢大神宮 奉幣 三実
120 10 9・7 式年遷宮神宝使 伊勢大神宮 奉大神財宝 類史
121 11 6・17 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 三実

122 12・14
新羅兵革・肥後国地震
風水災・陸奥国異常地
震

伊勢大神宮 奉幣 三実

123 12 9・8 外宮式年遷宮神宝使 伊勢大神宮 奉神宝 三実
124 9・11 内裏穢により例幣停止 伊勢大神宮 遣使奉告 三実
125 11・8 例幣に新銭を付す 伊勢大神宮 奉新鋳銭 三実
126 13 9・11 例幣に宿祷報賽を付す 伊勢大神宮 賽宿祷 三実
127 15 2・4 天下及年穀 伊勢太神宮 奉幣・祈祷 三実
128 7・19 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 三実
129 16 閏 4・4 御体異変 伊勢太神宮 奉幣 紀略
130 8・13 伊勢国蝗害 伊勢大神宮 奉幣 三実
131 17 6・9 祈雨 伊勢大神宮 奉幣 三実

132 8・25 祈秋稔
伊勢及賀茂御祖・別雷
社、松尾・稲荷・木嶋・
乙訓・丹生社

奉幣 紀略

133 18 5・3 大極殿火災 伊勢大神宮 遣使奉告 三実

年 月・日 事 由 対 象 方 法 出典134 12・17 即位 伊勢大神宮 奉幣・奉告 三実
135 19 2・23 即位・斎内親王卜定 伊勢大神宮 奉幣・奉告 三実

136 4・9 大極殿造立

伊勢大神宮及石清水八
幡大菩薩宮・賀茂御祖
別雷・松尾・平野・稲
荷等神社

奉幣 三実

137 〈元慶 1〉 7・19 改元・祈雨
伊勢大神宮幷賀茂御祖
別雷・松尾・平野・大
原野神社

奉幣 三実

138 11・2 伊勢太神宮 奉幣 三実

139 2 3・7（御体平安の報賽） 伊勢太神宮 奉幣・神宝・弓・
桙・剣 三実

140 8・24（止雨） 伊勢太神宮 奉幣 三実
141 12・11 新羅虜船来寇 伊勢太神宮 遣使祈請 三実
142 4 2・4 大極殿完成 伊勢大神宮 奉幣 三実
143 8・16 伊勢太神宮 奉幣 三実
144 5 12・11 天皇明年正月元服 伊勢大神宮 奉幣 三実
145 6 5・15 斎内親王・斎王卜定 伊勢大神宮及賀茂神社 奉幣

146 7 7・13 主上疾病・天下風水害予防の報賽

伊勢大神宮・賀茂御祖
別雷・松尾・稲荷・貴
布祢・丹生川上・大和
等神社

奉幣・班幣 三実

147 8 2・19 即位 伊勢大神宮 奉幣 三実
148 3・2 修造 伊勢大神宮 遣使修造 三実
149 4・10 斎内親王卜定 伊勢大神宮 奉幣 三実
150 11・10 大嘗会 伊勢大神宮 奉幣 三実
151 仁和 1 11・20 伊勢大神宮 奉幣 三実
152 11・21 造宮使 伊勢大神宮 改作 三実
153 仁和 2 9・5 式年遷宮神宝使 伊勢大神宮 神宝奉献 三実

154 3 4・6

伊勢大神宮、山城国八
幡・伊勢国多度・近江
国日吉・駿河国浅間明
神社

奉幣 三実

・本表は六国史における臨時の神宮奉幣・遣使の例を集めたものである。恒例の九月神嘗祭例幣発遣などは
省いた。
・「出典」は典拠となる史料で、「紀」は日本書紀、「続紀」は続日本紀、「後紀」は日本後紀、「続後」は続日
本後紀、「文徳」は日本文徳天皇実録、「三実」は日本三代実録、「類史」は類聚国史、「紀略」は日本紀略
の略称である。
・「対象」は史料上の奉幣・遣使の対象社名、「方法」は幣帛奉納がなされた場合は「奉幣」、幣帛奉納は明記
されず使が発遣されて神への奉告がなされた場合は「遣使奉告」、その他特別な品々が奉献された場合はそ
のことを掲出した。
・「事由」は奉幣・遣使の理由であり、（ ）は史料上に明記されてはいないが記事の前後関係等から推察さ
れる理由を掲出した。
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伊
勢
臨
時
奉
幣
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
遷
都
な
ど
国
家
の
大
事
に
際
し
て
奉
幣
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
藤
原
宮

造
営
（
持
統
六
年
）、
平
城
宮
造
営
（
和
銅
元
年
）、
恭
仁
京
遷
都
（
天
平
十
三
年
）、
平
安
京
遷
都
（
延
暦
十
二
年
）
に
際
し
て
必
ず
伊
勢
神
宮

に
奉
幣
が
な
さ
れ
、
伊
勢
の
大
神
へ
の
奉
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
家
の
大
事
に
関
連
し
て
遣
唐
使
の
平
安
を
祈
る
奉
幣
も
な
さ
れ
（
天
平

勝
宝
三
年
、
承
和
四
年
）、
外
敵
・
戦
乱
（
新
羅
、
藤
原
広
嗣
乱
、
藤
原
仲
麻
呂
乱
、
蝦
夷
）
や
天
皇
・
上
皇
・
皇
太
后
・
皇
太
子
の
不
予
に
際
し

て
も
奉
幣
が
な
さ
れ
た
。
遷
都
に
よ
る
奉
幣
は
飛
鳥
時
代
か
ら
継
続
的
に
存
在
し
、
外
敵
・
戦
乱
は
奈
良
時
代
前
・
中
期
か
ら
、
天
皇
・
上

皇
・
皇
太
后
の
聖
体
不
予
に
よ
る
臨
時
奉
幣
は
奈
良
時
代
中
・
後
期
か
ら
存
在
し
て
お
り
（
7
）、

こ
れ
ら
国
家
の
大
事
の
安
泰
が
伊
勢
臨
時
奉
幣

の
当
初
の
基
本
目
的
だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
特
徴
は
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
奉
幣
が
計
三
八
例
と
最
も
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
風
雨
・
祈
雨
・

止
雨
な
ど
の
旱
・
風
水
害
の
対
応
が
計
三
一
例
（
他
の
事
由
と
重
複
あ
り
）
存
在
し
、
天
候
順
行
へ
の
祈
り
が
臨
時
奉
幣
の
事
由
と
し
て
は
最

も
多
い
。
こ
れ
は
旱
や
風
水
害
が
農
作
業
に
深
刻
な
危
機
を
も
た
ら
し
、
そ
の
自
然
災
害
の
克
服
が
豊
饒
と
国
家
の
安
定
に
不
可
欠
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
自
然
災
害
に
よ
る
奉
幣
は
天
平
十
七
年
（
五
月
異
常
地
震
）、
宝
亀
六
年
（
風
雨
・
地
震
）、
延
暦
七
年

（
祈
雨
）
が
早
い
例
で
あ
り
、
弘
仁
年
間
よ
り
増
加
す
る
（
8
）。

な
お
、
中
塚
武
氏
に
よ
る
樹
木
年
輪
セ
ル
ロ
ー
ス
の
酸
素
同
位
体
比
デ
ー
タ
に

よ
る
と
弘
仁
七
年
は
湿
潤
、
九
年
・
十
年
は
乾
燥
が
示
さ
れ
て
お
り
（
9
）、

弘
仁
七
年
八
月
の
風
雨
に
よ
る
奉
幣
、
同
年
九
月
の
停
大
風
の
報
賽
、

九
年
四
月
・
十
年
七
月
の
祈
雨
奉
幣
と
符
合
す
る
。
こ
の
後
の
九
世
紀
中
頃
は
気
象
環
境
の
不
安
定
化
が
指
摘
さ
れ
（
10
）、

十
世
紀
頃
を
境
に
地

域
環
境
の
変
化
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
（
11
）、

国
家
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
災
害
の
頻
発
と
伊
勢
臨
時
奉
幣
の
執
行
記
事
は
概
ね
連
動
し
て
い

た
と
想
定
で
き
る
。
自
然
災
害
は
国
家
の
危
機
と
直
結
し
、
そ
の
克
服
の
た
め
に
伊
勢
奉
幣
は
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
っ
た
。

自
然
災
害
に
よ
る
事
例
に
豊
年
の
た
め
の
奉
幣
や
国
祈
・
天
下
の
た
め
の
奉
幣
（
貞
観
三
年
十
月
、
貞
観
十
五
年
二
月
）
を
加
え
れ
ば
、
伊

勢
臨
時
奉
幣
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
は
自
然
災
害
の
克
服
と
豊
饒
と
天
下
の
安
寧
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
遷
都
、
戦
乱
、
不
予
と
同
じ
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く
、
国
家
の
大
事
の
た
め
の
奉
幣
に
属
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
由
に
よ
る
奉
幣
は
、
持
統
六
年
藤
原
宮
造
営
に
よ
り
大
倭
・
住
吉
・
紀
伊
の
神
々
に
も
奉
幣
が
な
さ
れ
、
延
暦
七
年
五
月
に

祈
雨
の
た
め
伊
勢
神
宮
及
七
道
名
神
に
使
が
発
遣
さ
れ
祈
祷
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
必
ず
し
も
伊
勢
神
宮
の
み
に
奉
幣
が
な
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。
天
平
九
年
四
月
新
羅
無
礼
に
よ
り
伊
勢
神
宮
、
大
神
社
、
筑
紫
住
吉
社
・
八
幡
社
・
香
椎
宮
に
奉
幣
が
な
さ
れ
、
天
平
勝
宝

七
年
聖
武
上
皇
不
予
の
際
に
は
十
月
丙
午
（
二
十
一
日
）
に
天
下
大
赦
し
天
智
天
皇
以
降
の
歴
代
天
皇
、
草
壁
皇
子
、
藤
原
不
比
等
の
陵
墓

に
奉
幣
が
な
さ
れ
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
る
（『
続
日
本
紀
』）。
外
敵
に
対
し
宇
佐
八
幡
や
香
椎
宮
へ
奉
幣
す
る
こ
と
は
『
日
本
三
代
実
録
』
貞

観
十
二
年
二
月
十
五
日
に
も
見
え
、
天
皇
不
予
に
際
し
て
は
仏
教
儀
礼
（『
続
日
本
紀
』
天
平
十
七
年
九
月
癸
酉
〈
十
九
日
〉）
や
山
陵
の
祟
の
鎮

祭
（『
類
聚
国
史
』
巻
三
四
天
皇
不
予
、
大
同
五
年
七
月
丙
辰
〈
十
八
日
〉
高
畠
陵
〈
藤
原
乙
牟
漏
〉）
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
事
由
の
詳
細
に
従
っ
て
有

力
神
や
山
陵
へ
の
儀
礼
、
大
赦
な
ど
の
儒
教
的
政
策
、
ま
た
仏
事
な
ど
が
選
択
さ
れ
て
い
た
（
12
）。

そ
の
中
で
伊
勢
奉
幣
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら

ば
、
国
家
の
大
事
の
た
め
の
伊
勢
奉
幣
は
飛
鳥
時
代
か
ら
宮
都
が
遷
っ
て
も
一
貫
し
て
行
わ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

天
候
順
行
（
祈
雨
・
止
雨
）
の
た
め
と
し
て
は
大
和
国
吉
野
郡
の
丹
生
川
上
社
へ
の
奉
幣
が
奈
良
時
代
中
期
か
ら
、
山
城
国
愛
宕
郡
の
貴

布
祢
社
へ
の
奉
幣
は
弘
仁
年
間
か
ら
頻
出
す
る
（
13
）。

平
安
時
代
か
ら
は
平
安
京
近
郊
の
有
力
神
へ
の
奉
幣
が
数
を
増
し
て
い
き
（
14
）、『

延
喜
臨
時

祭
式
』
に
は
祈
雨
神
と
し
て
五
畿
内
の
八
五
座
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
祈
雨
儀
礼
は
神
祇
へ
の
奉
幣
・
祈
祷
だ
け
で
な
く
、
平
安
時

代
に
は
読
経
に
よ
る
祈
雨
儀
礼
、
請
雨
経
法
も
行
わ
れ
て
い
た
（
15
）。

平
安
時
代
以
降
の
祈
雨
儀
礼
は
山
城
国
の
有
力
神
と
丹
生
川
上
・
貴
布
祢

社
へ
の
奉
幣
や
諸
神
・
名
神
へ
の
奉
幣
が
多
い
が
（
16
）、

伊
勢
神
宮
へ
の
奉
幣
も
継
続
的
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
天
候
順
行
へ
の
祈
り
に

お
い
て
伊
勢
神
宮
の
霊
験
も
大
変
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
平
安
時
代
以
降
、
平
安
京
近
郊
の
諸
神
が
重
視
さ
れ
て
い
く

の
に
対
し
、
畿
外
の
伊
勢
神
宮
が
一
貫
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皇
祖
神
を
祭
る
神
社
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
が
、伊
勢
神
宮
へ
の
祈
願
が
一
地
域
の
災
害
解
決
だ
け
で
な
く
国
家
規
模
の
大
事
に
関
わ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
も
な
ろ
う
。
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朝
廷
に
と
っ
て
伊
勢
奉
幣
は
国
家
大
事
・
天
下
平
安
の
た
め
の
重
要
な
選
択
肢
の
筆
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。

伊
勢
臨
時
奉
幣
に
は
事
由
が
記
さ
れ
ず
、
前
後
関
係
な
ど
か
ら
も
理
由
が
は
っ
き
り
と
特
定
で
き
な
い
事
例
が
あ
る
が
（
表
一
の
集
計
で

は
二
一
例
）、
右
の
総
括
か
ら
推
察
す
る
に
、
六
国
史
に
お
い
て
は
自
然
災
害
を
含
む
国
家
の
大
事
に
関
わ
る
伊
勢
奉
幣
が
多
く
記
載
さ
れ

て
い
た
と
想
定
さ
れ
、
事
由
不
明
の
例
も
国
家
の
大
事
に
関
わ
る
何
ら
か
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
天
平
勝
宝
三
年
四
月
遣
唐
使
平
安
の
た
め
伊
勢
大
神
宮
と
畿
内
・
七
道
諸
社
へ
の
奉
幣
や
宝
亀
九
年
三
月
皇
太
子
不
予
に
よ
る
伊

勢
神
宮
及
天
下
諸
神
へ
の
奉
幣
に
明
白
な
よ
う
に
、
国
家
の
大
事
に
は
伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
天
下
諸
国
の
神
々
や
有
力
神
へ
の
奉
幣
が
な
さ

れ
る
わ
け
だ
が
、
対
象
社
を
列
記
す
る
時
に
は
必
ず
伊
勢
神
宮
を
筆
頭
と
す
る
な
ど
、
別
格
の
扱
い
と
し
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
（
17
）。

こ
の
他
、
伊
勢
臨
時
奉
幣
の
大
き
な
特
徴
は
即
位
・
大
嘗
や
元
服
、
斎
宮
関
係
の
奉
幣
・
遣
使
奉
告
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
即

位
の
由
を
伊
勢
神
宮
に
奉
告
す
る
慣
例
は
天
応
元
年
四
月
己
亥
（
十
一
日
）
の
例
（
四
月
辛
卯
〈
三
日
〉
受
禅
）
を
初
見
と
し
、
大
嘗
斎
行
の

由
奉
幣
は
大
同
三
年
十
一
月
辛
卯
（
十
四
日
）
の
例
（
同
日
大
嘗
祭
）
を
初
見
と
す
る
。
桓
武
・
平
城
天
皇
の
即
位
・
大
嘗
祭
を
契
機
に
皇

祖
神
へ
由
奉
告
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
元
服
に
関
す
る
奉
幣
は
元
慶
五
年
十
二
月
十
一
日
に
例
が
あ
り
、『
新
儀
式
』
で
は

伊
勢
大
神
宮
と
陵
廟
へ
奉
幣
が
な
さ
れ
る
と
あ
る
（
18
）。

即
位
・
大
嘗
の
由
奉
幣
は
天
皇
の
御
代
の
守
護
、
大
嘗
祭
の
無
事
斎
行
に
関
わ
る
も
の

で
あ
り
、
御
代
始
に
欠
か
せ
な
い
儀
礼
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

斎
宮
は
内
親
王
（
女
王
）
を
伊
勢
の
地
に
遣
わ
す
制
で
あ
り
、
卜
定
さ
れ
た
斎
内
親
王
（
斎
王
）
は
多
気
郡
の
斎
宮
で
潔
斎
生
活
を
送
り
、

神
宮
の
三
節
祭
に
参
向
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
斎
内
親
王
（
斎
王
）
の
卜
定
・
交
替
・
退
下
な
ど
の
際
に
は
伊
勢
神
宮
に
使
が
発
遣
さ
れ
て

そ
の
由
が
奉
告
さ
れ
た
。
奈
良
時
代
以
降
の
斎
内
親
王
の
制
は
天
武
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
大
来
皇
女
が
天
皇
即
位
の
翌
年
に
伊
勢
へ
発
遣
さ

れ
た
例
が
直
接
の
祖
と
考
え
ら
れ
る
。
天
武
天
皇
の
御
代
に
は
畿
外
郡
の
新
稲
を
用
い
た
「
大
嘗
」
儀
礼
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
斎
内
親
王

発
遣
と
大
嘗
祭
は
伊
勢
神
宮
の
神
を
祭
る
制
と
し
て
表
裏
一
体
に
形
成
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
崇
神
天
皇
の
御
代
ま
で
同
床
共
殿
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で
祭
ら
れ
て
い
た
天
照
大
神
は
垂
仁
天
皇
の
御
代
に
伊
勢
に
御
鎮
座
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
両
天
皇
の
皇
女
が
天
皇
の
代

わ
り
に
大
神
に
付
き
従
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
る
豊
鍬
入
姫
命
か
ら
酢
香
手
姫
皇
女
ま
で
の
斎
内
親
王
は
伝
説
的
な
存
在
で
あ
る

が
、
神
話
か
ら
続
く
天
照
大
神
鎮
座
の
伝
承
に
皇
女
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
天
皇
の
代
わ
り
に
皇
女
が
伊
勢

神
宮
に
仕
え
る
制
が
天
武
天
皇
朝
に
確
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

天
皇
は
年
三
度
の
天
皇
親
祭
（
六
月
・
十
二
月
神
今
食
、
十
一
月
新
嘗
祭
）
と
一
代
一
度
の
大
嘗
祭
で
親
ら
伊
勢
の
天
照
大
神
を
京
の
地
で

祭
る
が
、『
延
喜
斎
宮
式
』
に
よ
る
と
斎
内
親
王
は
神
宮
三
節
祭
（
六
月
・
十
二
月
月
次
祭
、
九
月
神
嘗
祭
）
に
参
向
し
、
十
一
月
に
は
斎
宮
で

新
嘗
祭
を
斎
行
す
る
。
そ
の
斎
内
親
王
の
卜
定
奉
告
は
養
老
五
年
九
月
か
ら
な
さ
れ
、
退
下
・
入
斎
宮
・
帰
京
・
交
替
の
奉
幣
・
奉
告
は
延

暦
十
五
年
・
同
十
八
年
・
大
同
元
年
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
斎
内
親
王
卜
定
だ
け
で
な
く
そ
の
交
替
に
関
す
る
奉
幣
・
遣
使
が
即
位
・
大
嘗

由
奉
幣
が
開
始
さ
れ
た
桓
武
・
平
城
天
皇
朝
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
大
嘗
祭
な
ど
御
代
始
儀
礼
と
斎
内
親
王
の
制
の
整
備
が
連
動
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
桓
武
天
皇
の
御
代
か
ら
伊
勢
の
大
神
へ
の
意
識
が
よ
り
顕
在
化
し
、
後
代
の
先
例
と
な
っ
て
い
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

な
お
、
斎
宮
が
伊
勢
神
宮
に
隣
接
せ
ず
多
気
郡
の
地
に
営
ま
れ
た
こ
と
は
、
前
近
代
の
天
皇
が
伊
勢
神
宮
に
参
向
し
な
か
っ
た
よ
う
に
、

天
照
大
神
に
近
侍
す
る
こ
と
を
憚
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
天
長
元
年
九
月
乙
卯
（
十
日
）
に
は
多
気
斎
宮
が
大
神
宮
よ
り
離
れ
て
い
る
た
め

度
会
離
宮
を
常
の
斎
宮
と
す
る
こ
と
を
奉
告
し
て
い
る
が
（『
類
聚
国
史
』
巻
四
伊
勢
斎
宮
）、
承
和
六
年
十
一
月
癸
未
（
五
日
）
に
そ
の
伊
勢

斎
宮
が
火
災
に
遭
い
施
設
百
余
り
が
焼
か
れ
た
際
に
は
、
同
じ
度
会
離
宮
に
斎
宮
を
再
建
せ
ず
、
十
二
月
庚
戌
（
二
日
）
に
奉
幣
し
て
多
気

斎
宮
の
地
に
常
の
斎
宮
を
戻
す
こ
と
を
祈
り
申
し
て
い
る（『
続
日
本
後
紀
』）。
こ
の
条
文
に
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
書
か
れ
て
は
い
な
い
が
、

斎
宮
の
火
災
を
大
神
の
神
意
（
斎
宮
を
大
神
に
程
近
い
場
所
に
建
設
し
た
こ
と
へ
の
祟
り
）
と
捉
え
、
従
来
の
多
気
の
地
よ
り
神
宮
に
近
い
場
所

に
斎
宮
を
建
て
る
こ
と
を
憚
っ
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
。
天
皇
の
代
わ
り
に
伊
勢
へ
発
遣
さ
れ
る
斎
内
親
王
の
決
定
・
交
替
そ
し
て
居
所
に

つ
い
て
大
神
に
奉
告
し
神
意
に
沿
う
形
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
伊
勢
の
大
神
は
天
皇
の
御
代
を
守
護
す
る

古
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神
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と
災
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神
で
あ
る
と
共
に
、
天
皇
が
容
易
に
近
づ
く
こ
と
の
出
来
な
い
強
力
な
霊
威
を
持
っ
た
神
で
あ
り
、
そ
の
祟
り
の
発
生
に
神
経
を
尖
ら
せ
て

い
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
こ
と
は
崇
神
天
皇
紀
に
天
照
大
神
の
「
勢
」
を
天
皇
が
畏
れ
た
こ
と
、
大
嘗
祭
が
京
の
地
か
ら
伊
勢
の

大
神
を
祭
る
遥
拝
の
形
式
で
あ
る
（
19
）こ

と
と
結
び
つ
き
、
即
位
・
大
嘗
の
由
奉
幣
も
単
純
な
守
護
祈
願
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢
の
大

神
の
強
力
な
霊
威
が
災
い
を
も
た
ら
す
こ
と
へ
の
予
防
の
側
面
も
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

伊
勢
臨
時
奉
幣
に
お
い
て
伊
勢
と
伊
勢
神
宮
を
事
由
と
す
る
事
例
は
六
国
史
で
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
も
の
の
、
式
年
遷
宮
に
関
わ
る
神

宝
使
（
嘉
祥
二
年
・
貞
観
十
年
・
同
十
二
年
・
仁
和
二
年
）
や
造
宮
使
（
仁
和
元
年
）
の
他
に
、
伊
勢
・
志
摩
両
国
の
神
宮
境
界
争
い
（
天
平
宝
字

三
年
）、
神
宮
火
災
の
祈
謝
・
修
造
（
延
暦
十
年
）、
伊
勢
国
蝗
害
（
貞
観
十
六
年
）、
臨
時
修
造
（
元
慶
八
年
）、
そ
し
て
例
幣
延
引
の
遣
使
奉

告
（
承
和
三
年
・
貞
観
七
年
・
貞
観
十
二
年
）
が
あ
っ
た
。
式
年
遷
宮
や
臨
時
修
造
に
神
宝
奉
献
と
奉
幣
が
な
さ
れ
、
神
宮
火
災
や
争
い
、
伊

勢
の
虫
害
や
恒
例
祭
祀
の
中
止
な
ど
の
不
祥
・
災
害
に
際
し
て
も
伊
勢
大
神
へ
の
祈
謝
が
行
わ
れ
て
い
る
。
火
災
の
祈
謝
や
例
幣
停
止
の
奉

告
は
不
祥
の
謝
罪
と
祟
り
の
予
防
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
神
宮
恒
例
祭
祀
の
祈
願

伊
勢
臨
時
奉
幣
祈
願
は
国
家
の
大
事
の
た
め
執
り
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
事
由
の
中
に
は
天
皇
不
予
や
斎
宮
関
係
に
よ
る
事
例

も
多
い
が
、
自
然
災
害
と
豊
年
に
よ
る
奉
幣
が
最
多
で
あ
っ
た
。
伊
勢
神
宮
の
恒
例
祭
祀
に
お
い
て
、
右
の
祈
願
目
的
は
ど
の
よ
う
に
組
み

込
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

神
宮
の
恒
例
祭
祀
で
朝
廷
か
ら
の
使
が
参
向
し
て
幣
帛
を
奉
る
祭
祀
は
、
二
月
祈
年
祭
・
六
月
（
十
二
月
）
月
次
祭
と
九
月
神
嘗
祭
の
計

四
度
で
あ
る
が
、
祈
年
祭
・
月
次
祭
は
神
祇
官
で
の
班
幣
祭
祀
で
神
宮
の
み
特
別
に
使
が
発
遣
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
九
月
神
嘗
祭
は
八
省

皇
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院
に
天
皇
出
御
の
も
と
発
遣
が
な
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
（
20
）。

『
延
喜
祝
詞
式
』
九
月
神
嘗
祭
（
21
）

皇
御
孫
御
命
以
、
伊
勢
能
度
会
五
十
鈴
河
上
尓
、
称
辞
竟
奉
流
天
照
坐
皇
大
神
能
大
前
尓
申
給
久
、
常
毛
進
流
九
月
之
神
嘗
能
大
幣
帛
乎
、

某
官
某
位
某
王
、
中
臣
某
官
某
位
某
姓
名
乎
為
レ
使
弖
、
忌
部
弱
肩
尓
太
襁
取
懸
、
持
斎
波
理
令
二
捧
持
一
弖
、
進
給
布
御
命
乎
申
給
久
止
申
、

神
嘗
祭
奉
幣
（
例
幣
）
の
祝
詞
を
『
延
喜
祝
詞
式
』
で
確
認
す
る
と
、
右
の
通
り
、
祈
願
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
天

神
の
子
孫
で
あ
る
「
皇
御
孫
」（
天
皇
）
の
「
御
命
」
を
以
て
（
お
お
み
こ
と
も
ち
て
）、
恒
例
の
神
嘗
幣
帛
を
王
・
中
臣
を
使
と
し
て
奉
る
「
御

命
」
を
申
す
、
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ
、
天
皇
の
「
御
命
」
を
使
が
天
照
大
神
に
申
し
上
げ
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。「
み
こ
と
も
ち
て
」

を
用
い
て
そ
の
「
み
こ
と
」
の
内
容
を
伝
達
す
る
形
式
は
、『
古
事
記
』・『
延
喜
祝
詞
式
』
や
『
続
日
本
紀
宣
命
』
に
見
ら
れ
、
神
な
ど
か

ら
の
特
別
な
命
令
を
口
頭
伝
達
す
る
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
た
（
22
）。

奉
幣
使
は
天
皇
の
「
御
命
」
を
そ
の
ま
ま
大
神
に
伝
達
す
る
「
み
こ
と
も

ち
」
と
し
て
の
役
割
を
負
っ
て
い
る
。

祈
年
祭
・
月
次
祭
の
奉
幣
に
お
け
る
祝
詞
も
基
本
形
式
は
神
嘗
祭
祝
詞
と
変
わ
ら
な
い
。
弘
仁
九
年
九
月
壬
辰
（
十
一
日
、
例
幣
発
遣
の
式

日
）
の
伊
勢
奉
幣
に
「
祈
レ
除
二
疫
癘
一
也
」（『
類
聚
国
史
』
巻
十
一
祈
祷
上
）
と
あ
り
、
貞
観
十
三
年
九
月
十
一
日
に
「
奉
二
例
幣
一。
兼
賽
二
宿

祷
一。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
（
23
）、

恒
例
の
祝
詞
文
と
は
別
に
（「
辞
別
」
な
ど
で
）
臨
時
祈
願
が
申
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
24
）。

神
宮
恒
例
祭
祀
で
の
祈
願
内
容
は
奉
幣
使
の
祝
詞
以
外
か
ら
確
認
さ
れ
る
。『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
天
照
坐
皇
太
神
宮
儀
式
幷
神
宮
院
行

事
に
記
述
さ
れ
た
天
照
大
神
御
鎮
座
経
緯
の
最
後
に
、
大
神
宮
禰
宜
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
禰
宜
任
用
後
の
祈
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

禰
宜
之
任
日
、
忌
火
飯
食
忌
慎
、
聖
朝
太
御
寿
乎
、
手
長
乃
太
寿
止
、
湯
津
如
二
石
村
一
久
、
堅
石
爾
常
石
爾
、
伊
波
比
与
佐
志
給
比
、
伊

加
志
御
世
爾
佐
岐
波
閉
給
比
、
阿
礼
坐
皇
子
等
乃
大
御
寿
乎
慈
備
給
比
、
百
官
仕
奉
人
等
、
天
下
四
方
国
乃
人
夫
爾
至
麻
弖
長
平
久
、
作

給
倍
留
五
穀
物
乎
慈
備
給
部
止
、
朝
夕
祈
申
。
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と
災
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禰
宜
の
祈
り
に
は
、
①
天
皇
の
御
寿
命
、
②
天
皇
の
御
世
、
③
皇
子
の
御
寿
命
、
④
朝
廷
の
官
人
以
下
天
下
の
百
姓
の
長
久
、
⑤
人
々
の

作
る
五
穀
、
の
五
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
文
章
と
ほ
ぼ
同
文
が
『
延
喜
祝
詞
式
』
六
月
月
次
祭
（
伊
勢
神
宮
）
に
存
在
す
る
。

度
会
乃
宇
治
五
十
鈴
乃
川
上
尓
、
大
宮
柱
太
敷
立
天
、
高
天
原
尓
比
木
高
知
天
称
辞
竟
奉
留
、
天
照
坐
皇
大
神
乃
大
前
尓
、
申
進
留
天
津
祝

詞
乃
太
祝
詞
乎
、
神
主
部
物
忌
等
諸
聞
食
止
宣
、〈
禰
宜
内
人
等
共
称
唯
、〉

天
皇
我
御
命
尓
坐
、
御
寿
乎
手
長
乃
御
寿
止
、
湯
津
如
二
磐
村
一
常
磐
堅
磐
尓
、
伊
賀
志
御
世
尓
幸
倍
給
比
、
阿
礼
坐
皇
子
等
乎
毛
恵
給
比
、
百

官
人
等
天
下
四
方
国
乃
百
姓
尓
至
万
天
、
長
平
久
作
食
留
五
穀
乎
毛
豊
尓
令
レ
栄
給
比
、
護
恵
比
幸
給
止
、
三
郡
国
国
処
処
尓
寄
奉
礼
留
神
戸
人

等
能
常
毛
進
留
御
調
糸
、
由
貴
乃
御
酒
御
贄
乎
、
如
二
横
山
一
置
足
成
天
、
大
中
臣
、
太
玉
串
尓
隠
侍
天
、
今
年
六
月
十
七
日
乃
朝
日
乃
豊
栄

登
尓
称
申
事
乎
、
神
主
部
物
忌
等
諸
聞
食
止
宣
、〈
神
主
部
共
称
唯
、〉

荒
祭
宮
月
読
宮
尓
毛
、
如
レ
是
久
申
進
止
宣
、〈
神
主
部
亦
称
唯
、〉

右
の
祝
詞
は
、
神
宮
月
次
祭
で
朝
廷
か
ら
の
幣
帛
と
共
に
参
向
し
た
中
臣
の
祝
詞
奏
上
の
後
に
、
大
神
宮
司
が
奏
上
す
る
祝
詞
で
あ
り
、

基
本
形
式
・
文
言
を
九
月
神
嘗
祭
大
神
宮
司
祝
詞
と
同
じ
く
す
る
（
25
）。

こ
こ
で
も
禰
宜
の
祈
り
と
同
じ
く
①
天
皇
の
御
寿
、
②
天
皇
の
御
世
、

③
皇
子
、
④
朝
廷
の
官
人
以
下
天
下
の
百
姓
、
⑤
人
々
の
作
る
五
穀
、
が
永
く
栄
え
豊
饒
で
あ
る
こ
と
が
祈
ら
れ
て
い
る
。
神
宮
の
恒
例
祭

祀
で
の
祈
願
は
天
皇
・
皇
子
の
御
寿
命
と
天
下
の
五
穀
に
特
化
し
て
い
た
。
祈
り
の
筆
頭
に
天
皇
の
御
寿
命
が
あ
る
こ
と
は
天
皇
の
身
体
保

全
と
伊
勢
で
の
祈
り
が
連
動
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
天
皇
と
皇
子
だ
け
で
な
く
、
国
家
の
官
人
や

天
下
百
姓
の
長
久
と
人
々
の
作
る
食
物
（
五
穀
）
の
豊
饒
が
祈
願
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
聖
体
（
上
皇
・
皇
太
后
・
皇
太
子
）
不

予
に
よ
る
臨
時
奉
幣
は
少
な
く
な
く
、
ま
た
豊
年
の
た
め
の
臨
時
奉
幣
も
存
在
し
、
天
皇
の
身
体
と
天
下
の
人
々
が
食
す
五
穀
に
つ
い
て
は
恒

例
・
臨
時
の
伊
勢
祭
祀
に
よ
り
特
別
に
手
厚
い
祈
願
が
な
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
六
月
月
次
祭
祝
詞
の
末
尾
に
は
荒
祭
宮
・
月
読
宮
と
い
っ

た
伊
勢
神
宮
の
別
宮
に
も
同
内
容
の
祈
願
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
別
宮
祭
祀
の
祈
願
は
本
宮
祭
祀
の
祈
願
と
ほ
ぼ
変
わ
り
が
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な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
臨
時
奉
幣
で
最
多
だ
っ
た
の
は
自
然
災
害
を
事
由
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
祈
雨
・
止
雨
や
風
雨
の
鎮
静
が
穀
物
の
豊
饒
の
成

否
に
関
わ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、自
然
災
害
の
克
服
祈
願
は
五
穀
豊
饒
と
深
い
因
果
関
係
を
持
つ
。
伊
勢
神
宮
で
は
三
節
祭
や
祈
年
祭
の
他
に
、

「
日
祈
」
行
事
が
恒
例
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
風
雨
順
行
と
五
穀
豊
饒
が
祈
ら
れ
て
い
た
。『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
お
け
る
「
日
祈
」
行
事

で
の
祈
り
を
抜
き
書
き
し
て
み
た
い
。

己
後
家
蚕
養
糸
一
斤
、
以
六
月
祭
日
之
夕
御
食
進
時
、
即
禰
宜
宇
治
内
人
共
、
為
悪
風
雨
不
吹
祈
申
告
刀
申
進
（
日
祈
内
人
職
掌
）
①

禰
宜
、
幷
宇
治
大
内
人
、
日
祈
内
人
、
已
上
三
人
、
己
之
家
養
蚕
乃
糸
一
絇
乎
備
奉
弖
、
祭
乃
日
仁
告
刀
申
、
天
下
百
姓
作
食
五
穀
、
平

助
給
祈
申
（
六
月
例
）
①

禰
宜
率
二
日
祈
内
人
一、
月
一
日
起
尽
三
十
日
、
朝
夕
風
雨
旱
災
為
二
止
停
一
祈
申
（
七
月
例
）
②

祈
二
八
月
風
雨
一、
幣
帛
絹
二
丈
五
尺
、
麻
八
斤
大
、
木
綿
八
斤
大
。
已
上
禰
宜
率
二
日
祈
内
人
一、
為
二
風
雨
災
鎮
一
祈
申
（
八
月
例
）
②

従
二
七
月
一
日
一
始
迄
二
八
月
三
十
日
一、
日
祈
内
人
、
朝
夕
止
二
悪
風
一
弖
、
天
下
百
姓
作
食
五
穀
平
助
給
止
祈
申
（
五
月
例
）
②

風
雨
順
行
を
祈
る
行
事
は
こ
の
他
に
御
笠
・
御
蓑
を
奉
る
四
月
十
四
日
の
行
事
が
あ
る
が
、
明
確
に
祈
願
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

①
六
月
月
次
祭
夕
御
饌
供
進
の
際
に
禰
宜
・
日
祈
内
人
が
自
身
の
家
で
養
蚕
し
た
糸
を
奉
り
祈
願
、
②
七
・
八
月
に
禰
宜
が
日
祈
内
人
を
率

い
て
幣
帛
を
奉
納
し
祈
願
、
の
二
つ
の
行
事
で
あ
る
（
26
）。

こ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
穀
物
を
損
な
う
悪
し
き
風
・
雨
が
鎮
ま
り
、
天
下
の
人
々

古
代
の
神
宮
祭
祀
と
災
害
（
塩
川
）
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の
作
り
食
べ
る
五
穀
の
豊
饒
が
祈
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
六
月
月
次
祭
祝
詞
の
祈
願
内
容
と
重
な
り
あ
う
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
伊
勢
神
宮

祭
祀
に
お
い
て
天
下
の
人
々
の
五
穀
の
安
寧
が
大
変
重
要
な
祈
願
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。「
日
祈
」
行
事
は
六
・
七
・
八
月
に
行

わ
れ
、
特
に
七
・
八
月
は
連
日
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
伊
勢
臨
時
奉
幣
で
最
多
で
あ
っ
た
自
然
災
害
の
克
服
・
豊
年
祈
願
は
恒
例
祭
祀

で
は
さ
ら
に
手
厚
く
祭
祀
が
な
さ
れ
、
神
宮
恒
例
祭
祀
に
お
い
て
も
災
害
の
克
服
は
大
変
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

三
、「
巽
方
太
神
」
の
祟
り
と
天
皇
不
予
・
災
害

三
節
祭
の
祝
詞
に
お
け
る
祈
願
の
筆
頭
に
天
皇
の
御
寿
命
が
あ
っ
て
、
天
皇
の
身
体
保
全
と
伊
勢
で
の
祈
り
が
連
動
す
る
も
の
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
先
に
記
し
た
が
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』に
は
伊
勢
祭
祀
に
お
け
る
穢
や
違
例
が
天
照
大
神
の
祟
り
を
引
き
起
こ
し
、

天
皇
の
体
調
不
良
な
ど
に
直
結
す
る
事
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

表
2
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』「
巽
方
太
神
」
の
祟
り
記
事

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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年
代

祟
り
の
事
例

祟
り
の
原
因

祓
等
の
対
応

神
亀
六
年

二
月
十
三
日

天
皇
俄
に
御
薬
し
た
ま
う
、
巽
方
太
神
、
死

穢
不
浄
の
咎
に
よ
り
祟
り
給
う

同
年
正
月
十
日
、
御
饌
物
を
豊
受
神

宮
か
ら
太
神
宮
に
運
ぶ
際
に
死
穢
に

遭
遇

同
年
三
月
十
三
日
、
勅
使
を
遣
わ
し
て
不
浄
の

由
を
謝
し
、
豊
受
宮
大
物
忌
父
・
御
炊
内
人
・

物
忌
子
良
に
大
祓
を
科
し
解
任
、
御
饌
殿
建
立

天
平
三
年

六
月
十
六
日

天
皇
御
在
所
に
物
恠
頻
り
な
り
、
巽
方
太
神

の
御
当
に
死
穢
の
事
有
る
か
、
仍
り
て
祟
り

給
う
、
皇
太
子
俄
に
不
予

二
見
郷
長
、
神
宮
近
辺
で
死
亡

勅
使
を
下
し
二
宮
に
祈
り
申
す
、
度
会
郡
大

領
・
少
領
に
大
祓
、
豊
受
宮
禰
宜
に
中
祓
を
科

す



古
代
の
神
宮
祭
祀
と
災
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（
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天
長
七
年

六
月
五
日

天
皇
御
薬
切
々
な
り
、
巽
方
太
神
、
不
浄
の

事
に
よ
り
祟
る
か
、
即
日
天
皇
に
御
示
現
、

汚
穢
の
事
を
告
ぐ

五
月
三
日
勅
使
参
宮
の
際
、
中
臣
が

随
身
の
駄
落
胎
を
隠
し
て
参
宮

王
に
上
祓
、
中
臣
に
大
祓
を
科
し
、
勅
使
を
遣

わ
し
汚
穢
の
由
を
祈
り
申
す

仁
寿
二
年

六
・
七
月

頻
に
天
変
の
上
、
御
薬
し
た
ま
う
、
巽
方
太

神
、死
穢
の
事
に
触
れ
て
神
事
に
供
奉
す
か
、

仍
り
て
重
ね
て
祟
り
給
う

仁
寿
元
年
八
月
、
豊
受
宮
禰
宜
、
童

男
の
死
穢
に
触
れ
て
神
事
に
供
奉

豊
受
宮
禰
宜
に
大
祓
を
科
し
解
任

貞
観
十
五
年

十
月
十
七
日

天
皇
御
薬
に
お
わ
し
ま
す
、
巽
方
太
神
、
汚

穢
の
事
に
よ
り
祟
ら
し
め
給
う

九
月
十
六
日
、
外
宮
一
鳥
居
に
髑
髏

あ
り
て
祭
使
・
斎
宮
参
宮

十
二
月
二
十
七
日
、
禰
宜
・
宿
直
内
人
に
中
祓

を
科
し
、
勅
使
を
遣
わ
し
て
祈
り
申
す

仁
和
三
年

五
月
十
三
日

諸
星
流
行
（
四
月
四
日
夜
）、
日
蝕
（
五
月

十
三
日
午
～
申
刻
）、
巽
方
太
神
、
神
事
違

例
に
よ
り
祟
り
給
う
、
公
家
に
御
煩
か

勅
使
を
遣
わ
し
て
二
宮
に
祈
り
申
す

寛
平
三
年

七
・
八
月

天
皇
の
御
所
に
物
恠
頻
り
な
り
、巽
方
太
神
、

死
穢
の
事
に
よ
る
御
祟
か

六
月
十
四
日
、
太
神
宮
乾
方
路
頭
の

男
・
牛
の
死
穢
に
祭
使
（
大
中
臣
）・

宮
司
が
触
れ
て
参
宮

八
月
五
日
、
勅
使
を
遣
わ
し
て
二
宮
に
祈
り
申

し
、
祭
使
（
大
中
臣
）・
宮
司
に
上
祓
を
科
す

延
長
六
年

八
月
中
旬

天
皇
御
薬
に
ま
し
ま
す
、
巽
方
太
神
、
神
事

違
例
に
よ
る
御
祟
な
り

一
志
神
戸
の
御
塩
浜
に
死
穢

十
月
二
十
八
日
、
国
司
・
郡
司
に
上
祓
を
科
す

天
徳
三
年

九
月
二
十
三
日

九
月
二
十
三
日
内
裏
焼
亡
、
十
月
九
日
中
務

官
焼
亡
、
天
下
旱
魃
・
疫
癘
、
公
家
驚
き
た

ま
い
、
異
姓
の
人
神
事
に
供
奉
す
咎
か
、
巽

方
太
神
、
そ
の
違
例
に
よ
る
御
祟
か

異
姓
の
人
を
祭
主
・
宮
司
に
補
任

天
徳
四
年
十
月
三
日
、
異
姓
の
祭
主
・
宮
司
の

職
務
を
停
止



奈
良
時
代
に
二
例
、
平
安
時
代
前
・
中
期
に
七
例
存
在
す
る
が
、
こ
の
事
例
は
「
巽
方
太
神
」
と
い
う
平
安
京
か
ら
見
て
東
南
に
あ
た
る

伊
勢
の
大
神
が
祟
る
こ
と
で
、
天
皇
「
御
薬
」（
神
亀
六
年
・
仁
寿
二
年
・
貞
観
十
五
年
・
延
長
六
年
）、
天
皇
の
御
在
所
に
「
物
恠
」（
天
平
三
年
・

寛
平
三
年
）、「
天
変
」（
仁
寿
二
年
）、
諸
星
の
流
行
と
日
蝕
（
仁
和
三
年
）、
内
裏
焼
亡
・
中
務
官
焼
亡
・「
天
下
旱
魃
疫
癘
」（
天
徳
三
年
）
が

発
生
し
、
そ
の
祟
り
の
原
因
と
な
っ
た
死
穢
（
神
亀
六
年
・
天
平
三
年
・
仁
寿
二
年
・
貞
観
十
五
年
・
寛
平
三
年
・
延
長
六
年
）
や
落
胎
（
天
長
七
年
）

に
触
れ
た
奉
仕
者
も
し
く
は
穢
を
放
置
し
た
責
任
者
に
祓
を
科
し
て
祈
謝
す
る
、
と
い
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
記
事
の
流
れ
や
用
語
に

は
一
定
の
統
一
性
が
あ
り
、
祟
り
の
原
因
は
神
祇
官
・
陰
陽
寮
の
卜
占
な
ど
で
特
定
さ
れ
て
い
る
が
、
軒
廊
御
卜
で
神
祇
官
と
陰
陽
寮
が
対

等
に
卜
占
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
～
十
一
世
紀
と
さ
れ
（
27
）、

記
事
の
文
章
に
は
不
審
な
点
が
あ
る
。
伊
勢
の
方
角
を
示
す
「
巽
方
」
も

平
安
京
遷
都
以
後
で
な
け
れ
ば
不
自
然
で
あ
る
。『
小
右
記
』
長
和
四
年
九
月
二
十
八
日
・
長
元
四
年
八
月
二
十
三
日
・
二
十
五
日
条
に
そ

れ
ぞ
れ
「
巽
方
大
神
祟
歟
」（
こ
の
時
は
春
日
に
遣
使
）・「
巽
方
乃
大
神
能
祟
遠
成
給
止
申
せ
り
」・「
巽
方
大
神
示
下
降
二
御
祟
一
之
由
上
」
（
28
）

と
あ
っ
て
、

占
で
示
さ
れ
た
東
南
の
大
神
の
祟
り
を
「
巽
方
大
神
」
と
し
て
示
す
用
例
が
十
一
世
紀
に
存
在
し
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
の
「
巽
方
太
神
」

の
語
は
十
一
世
紀
以
降
に
文
飾
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
当
時
の
内
宮
禰
宜
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
側
面
も
考
慮
さ
れ
る
（
29
）。

『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
は
貞
観
十
七
年
～
延
喜
六
年
に
禰
宜
で
あ
っ
た
荒
木
田
徳
雄
が
そ
れ
以
前
の
記
録
を
伝
来
し
、
以
後
荒
木
田
神
主
家

（
二
門
）
の
禰
宜
が
書
き
継
い
で
き
た
も
の
と
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
書
物
全
体
の
文
体
は
一
律
で
あ
り
か
つ
十
一
世
紀
前
・
中
期
の

後
朱
雀
・
後
冷
泉
天
皇
二
朝
の
記
事
が
過
半
を
占
め
て
お
り
（
30
）、

文
章
表
記
の
特
徴
か
ら
現
行
本
は
平
安
時
代
後
期
・
院
政
期
に
整
理
が
な
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
31
）。

ま
た
、
長
元
四
年
五
月
条
以
降
は
ほ
ぼ
当
時
の
禰
宜
日
記
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
以
前
に
比
し
て
記
事
の
信
憑
性
が
高
い
（
32
）。

従
っ
て
、
奈
良
時
代
～
平
安
時
代
前
期
に
九
例
あ
る
「
巽
方
太
神
」
の
祟
り
記
事
の
文
章
そ
の
も
の
は
当
該
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
る
の
は
難
し
い
。
特
に
神
亀
六
年
の
事
例
は
日
別
御
饌
を
外
宮
か
ら
内
宮
に
運
ぶ
際
に
死
穢
に
遭
遇
し
た
と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
『
止

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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由
気
宮
儀
式
帳
』
に
記
さ
れ
た
雄
略
天
皇
朝
の
御
饌
殿
（
外
宮
）
創
始
と
矛
盾
し
て
お
り
、
後
代
の
付
会
に
基
づ
く
潤
色
が
考
え
ら
れ
る
（
33
）。

し
か
し
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
簡
略
に
記
さ
れ
た
歴
代
遷
宮
の
記
事
は
神
宮
側
に
残
っ
た
記
録
と
見
做
し
得
る
し
（
34
）、

延
暦
十
年
八
月
の

神
宮
炎
上
な
ど
六
国
史
と
符
合
す
る
記
事
も
あ
り
、
ま
た
十
一
世
紀
後
半
の
神
仏
習
合
思
想
に
基
づ
く
潤
色
が
濃
厚
な
天
平
十
四
年
十
一
月

三
日
橘
諸
兄
参
宮
記
事
に
お
い
て
も
（
35
）、

伊
勢
奉
幣
そ
の
も
の
の
事
実
は
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
36
）、

神
宮
側
独
自
の
記
録
が
荒
木

田
二
門
に
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
（
37
）。

全
く
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
「
巽
方
太
神
」
祟
り
記
事
を
平
安
時
代
後
期
に
創
作
し
た

と
考
え
る
よ
り
も
、
何
ら
か
の
原
資
料
が
あ
り
、
そ
れ
を
平
安
時
代
後
期
に
お
い
て
意
味
が
通
じ
る
よ
う
に
文
章
を
整
え
た
と
す
る
ほ
う
が

妥
当
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。

「
巽
方
太
神
」
祟
り
記
事
の
う
ち
、
天
徳
三
年
内
裏
焼
亡
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
年
度
の
間
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
は
他
史
料
か
ら

傍
証
さ
れ
る
。『
日
本
紀
略
』
天
徳
四
年
九
月
二
十
三
日
に
内
裏
焼
亡
と
あ
り
、
十
月
四
日
伊
勢
大
神
宮
に
奉
幣
、
十
一
月
一
日
伊
勢
以
下

諸
社
（
賀
茂
・
平
野
・
松
尾
・
石
清
水
・
石
上
）
に
奉
幣
し
内
裏
焼
亡
・
累
代
宝
物
焼
損
の
由
が
奉
告
さ
れ
て
い
る
。
十
一
月
一
日
の
諸
社
奉

幣
で
は
伊
勢
・
石
清
水
に
「
告
二
火
災
一
謝
レ
祟
」
注
記
が
「
村
上
天
皇
御
記
」
逸
文
（『
西
宮
記
』
臨
時
五
行
幸
裏
書
）
（
38
）に

記
さ
れ
、
内
裏
焼

亡
を
特
定
諸
社
の
祟
り
と
し
て
奉
幣
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
さ
ら
に
同
逸
文
（『
祭
主
補
任
』
大
中
臣
公
節
）
十
一
月
十
七
日
条
（
39
）に

は
「
而
今
依
二
伊
勢
太
神
宮
祟
一、
更
愁
二
此
由
一、
須
レ
定
二
申
改
補
否
一。」
と
あ
り
、
十
二
月
一
日
条
で
は
神
祇
官
・
陰
陽
寮
に
よ
り
伊
勢
大

神
宮
の
祟
り
有
り
と
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
、「
神
明
之
祟
尤
所
二
恐
思
一
也
。
以
レ
非
二
実
氏
人
一、
猶
令
二
供
奉
一。
又
甚
可
二
恐
懼
一。」
と
あ
っ

て
、
当
時
の
祭
主
・
大
中
臣
公
節
が
異
姓
の
者
で
あ
る
か
が
伊
勢
大
神
宮
の
祟
り
と
関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
て
問
題
と
な
り
、
公
卿
定
が
行

わ
れ
て
い
た
（
40
）。『

祭
主
補
任
』
大
中
臣
公
節
条
の
裏
書
に
は
九
月
二
十
三
日
の
内
裏
焼
亡
の
後
に
御
卜
が
行
わ
れ
て
「
有
二
祠
官
異
姓
之
祟
一
」

と
な
り
、
祭
主
が
橘
氏
、
宮
司
が
清
原
氏
と
さ
れ
て
十
月
三
日
宣
旨
に
よ
り
公
節
の
職
務
が
停
止
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
九
月
二
十
三

日
内
裏
焼
亡
と
そ
の
原
因
が
伊
勢
大
神
宮
の
祟
り
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
（『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
が
天
徳
三
年
と
す
る
の
は
誤
記

古
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で
あ
ろ
う
）、
伊
勢
側
に
残
さ
れ
た
記
録
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
誤
記
や
文
飾
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

概
ね
歴
史
的
事
実
に
根
差
し
た
記
事
と
確
認
さ
れ
る
。

天
長
七
年
天
皇
御
薬
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
同
年
七
月
丙
申
（
二
十
四
日
）
に
聖
体
不
和
に
よ
り
伊
勢
奉
幣
が
な
さ
れ
た
記
事
が
存
在
し

（『
類
聚
国
史
』
巻
三
四
天
皇
不
予
）、
日
付
の
違
い
は
あ
る
が
、
天
皇
不
予
に
関
し
て
朝
廷
側
の
史
料
と
一
致
す
る
事
例
と
言
え
る
。
他
の
事

例
に
お
い
て
も
、
全
く
の
空
想
・
創
作
記
事
と
一
概
に
断
じ
る
こ
と
は
出
来
ず
（
41
）、

荒
木
田
神
主
家
に
伝
来
し
た
何
ら
か
の
記
録
に
基
づ
い
て

平
安
時
代
後
期
に
編
集
さ
れ
た
記
事
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
記
事
の
厳
密
な
史
実
性
は
と
も
か
く
、
天
照
大
神
が
祟
り

を
起
こ
し
、
そ
れ
に
よ
り
天
皇
不
予
・
天
変
・
災
害
が
起
こ
り
、
祟
り
は
伊
勢
の
祭
祀
に
関
わ
る
穢
・
違
例
に
よ
る
も
の
と
の
認
識
そ
の
も

の
が
問
題
と
な
る
。「
巽
方
太
神
」
祟
り
記
事
は
天
徳
三
年
以
後
に
は
見
ら
れ
ず
、
大
半
が
平
安
時
代
前
・
中
期
に
集
中
し
て
お
り
、
単
純

に
平
安
時
代
後
期
に
お
け
る
偽
作
と
は
見
な
せ
な
い
。

六
国
史
の
記
事
か
ら
伊
勢
神
宮
の
祟
り
を
確
認
し
て
み
る
と
、
ま
ず
宝
亀
三
年
八
月
甲
寅
（
六
日
）
に
異
常
の
風
雨
の
た
め
樹
を
抜
き
屋

を
壊
す
災
害
が
起
き
、
こ
れ
は
卜
に
よ
り
伊
勢
月
読
神
の
祟
り
と
さ
れ
、
毎
年
九
月
の
神
嘗
祭
に
荒
祭
神
に
准
じ
て
馬
を
奉
る
よ
う
に
し
た

記
事
が
あ
る
（『
続
日
本
紀
』）。
こ
の
時
に
月
読
神
の
「
荒
御
玉
命
」
と
「
伊
佐
奈
伎
命
・
伊
佐
奈
弥
命
」
を
官
社
に
入
れ
、
同
日
に
度
会
郡

の
神
宮
寺
を
飯
高
郡
に
移
し
て
い
る
が
、
宝
亀
十
一
年
二
月
朔
に
祟
り
が
止
ま
な
い
た
め
飯
野
郡
外
に
再
移
転
さ
せ
て
い
る
。
天
応
二
年
七

月
庚
戌
（
二
十
九
日
）
は
災
異
が
神
祇
官
・
陰
陽
寮
の
亀
筮
に
よ
り
服
喪
期
間
の
神
事
に
よ
る
伊
勢
大
神
宮
と
諸
神
社
の
祟
り
と
さ
れ
た
（『
続

日
本
紀
』）。
天
長
元
年
四
月
乙
酉
（
六
日
）
祟
り
に
よ
り
伊
勢
大
神
宮
に
幣
帛
と
御
剣
が
奉
ら
れ
（『
類
聚
国
史
』
巻
三
伊
勢
太
神
）、
そ
の
祟

り
は
伊
勢
神
宮
の
祟
り
と
解
さ
れ
る
。
承
和
九
年
七
月
辛
亥
（
十
九
日
）
に
は
炎
旱
を
卜
筮
に
は
か
り
伊
勢
・
八
幡
等
の
祟
り
と
さ
れ
て
大

中
臣
淵
魚
に
祈
祷
が
命
じ
ら
れ
（『
続
日
本
後
紀
』）、
仁
寿
元
年
六
月
甲
辰
（
三
日
）
祈
晴
の
伊
勢
以
下
諸
社
奉
幣
の
辞
別
に
、
雨
止
ま
な
い

理
由
が
卜
に
よ
り
春
祭
に
供
奉
す
る
使
等
に
穢
事
あ
っ
て
大
神
が
怒
り
、
使
は
御
卜
に
合
う
人
を
供
奉
せ
し
む
由
が
記
さ
れ
（『
日
本
文
徳
天
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皇
実
録
』）、
貞
観
五
年
閏
六
月
十
九
日
の
流
星
が
神
祇
官
の
卜
で
天
照
大
神
の
祟
り
が
起
き
る
と
判
定
（
同
年
七
月
二
日
条
）、
不
祥
防
止
が

大
極
殿
で
祈
祷
さ
れ
て
い
る
（『
日
本
三
代
実
録
』）。
孝
徳
天
皇
朝
に
淵
源
が
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
御
体
御
卜
（
六

月
・
十
二
月
）
に
お
い
て
も
、
天
皇
の
御
体
に
伊
勢
神
宮
を
始
め
と
す
る
諸
神
祇
が
祟
り
を
な
す
か
が
卜
な
わ
れ
て
お
り
（
42
）、

承
暦
四
年
六
月

十
日
・
康
和
五
年
六
月
十
日
御
卜
の
奏
文
（『
朝
野
群
載
』
巻
六
）
に
は
伊
勢
国
太
神
宮
御
領
・
神
宮
諸
国
神
戸
・
伊
勢
国
郡
司
な
ど
の
「
過
穢
」

に
よ
り
祟
り
給
う
た
め
上
祓
を
科
す
こ
と
が
記
さ
れ
、
伊
勢
神
宮
の
祟
り
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
そ
の
原
因
と
な
る
神
宮
神
戸
等
の
穢
を
祓
う

使
が
発
遣
さ
れ
た
事
例
を
確
認
で
き
る
（
43
）。

以
上
か
ら
、
奈
良
時
代
か
ら
災
異
を
伊
勢
神
宮
の
神
の
祟
り
と
認
識
す
る
事
例
が
あ
る
こ
と
、
平
安
時
代
前
期
に
は
祭
祀
に
供
奉
し
た
者

の
穢
が
祟
り
を
引
き
起
こ
し
た
と
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
天
皇
の
御
体
に
祟
り
を
な
す
神
と
そ
の
原
因
を
特
定
し
て
未
然
に
防

ぐ
御
卜
が
恒
常
的
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
の
「
巽
方
太
神
」
祟
り
記
事
に
お
け
る
、

祭
祀
に
関
わ
る
穢
が
大
神
の
祟
り
を
引
き
起
こ
す
、
そ
の
祟
り
は
天
皇
や
天
下
に
波
及
し
、
不
予
・
災
害
な
ど
と
な
っ
て
現
れ
る
、
と
い
う

認
識
が
平
安
時
代
前
期
に
は
既
に
存
在
し
た
可
能
性
を
傍
証
す
る
。
内
宮
禰
宜
の
撰
述
し
た
史
料
に
見
え
た
「
巽
方
太
神
」
祟
り
が
天
皇
不

予
を
も
た
ら
す
認
識
は
、
禰
宜
の
祈
り
や
六
月
月
次
祭
祝
詞
に
お
け
る
祈
願
の
筆
頭
に
天
皇
の
御
寿
命
が
あ
っ
た
こ
と
と
表
裏
一
体
の
も
の

で
あ
り
、
奈
良
時
代
か
ら
既
に
存
在
し
た
天
皇
不
予
に
よ
る
伊
勢
臨
時
奉
幣
と
共
に
、
伊
勢
の
大
神
の
霊
威
が
天
皇
の
体
調
と
直
結
す
る
も

の
と
の
認
識
の
下
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
に
示
し
た
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
元
年
六
月
甲
辰
（
三
日
）
の
記
事
で
は
祭
祀
に
供
奉
す
る
使
の
穢
が
大
神
の
怒
り
を
引
き
起

こ
し
た
と
認
識
さ
れ
、
祭
祀
の
使
は
御
卜
に
合
う
人
を
供
奉
さ
せ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。
既
に
「
養
老
神
祇
令
」
に
は
臨
時
奉
幣
使
は
「
五

位
以
上
卜
食
者
」
を
充
て
る
べ
き
規
定
（
伊
勢
は
常
祀
も
同
じ
）
が
あ
る
が
、
卜
合
し
た
者
が
祭
使
を
務
め
ね
ば
な
ら
な
い
慣
例
の
背
景
に
は
、

祭
祀
に
奉
仕
す
る
た
め
神
に
近
づ
く
者
は
卜
に
よ
っ
て
神
意
を
問
い
、
神
意
に
叶
っ
た
人
間
を
択
ば
な
け
れ
ば
災
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
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う
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
職
掌
条
か
ら
、
伊
勢
神
宮
の
禰
宜
・
内
人
・
物
忌
（
・
物
忌
父
）
な
ど
も
「
卜

食
定
」
め
て
補
任
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
り
、
か
つ
祭
祀
に
臨
む
に
あ
た
り
三
節
祭
前
月
晦
日
に
度
会
川
（
宮
川
）
で
の
大
祓
、

三
節
祭
前
日
夜
に
は
御
巫
内
人
に
よ
り
御
琴
を
用
い
て
大
神
の
御
命
を
請
い
、
三
節
祭
当
日
に
御
巫
内
人
に
よ
り
禰
宜
・
内
人
・
物
忌
の
斎

館
・
家
々
の
罪
事
を
申
し
て
明
ら
か
に
し
て
祓
を
行
い
、
正
殿
院
の
清
掃
が
な
さ
れ
て
い
た
（『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
月
記
五
月
条
・
六
月
条
）。

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
月
記
九
月
条
で
は
神
嘗
祭
当
日
の
祓
に
つ
い
て
天
照
大
神
の
神
教
を
請
い
、
教
え
ら
れ
た
罪
事
を
祓
い
清
め
る
と
記

さ
れ
、『
同
』
御
巫
内
人
職
掌
条
に
お
い
て
祓
わ
れ
る
罪
は
「
所
祟
出
罪
事
」（
祟
り
出
づ
る
罪
事
）
と
も
表
記
し
て
お
り
、
大
神
の
神
意
を

前
に
し
た
祭
祀
奉
仕
者
の
「
清
浄
」
の
実
践
と
言
え
る
（
44
）。

伊
勢
神
宮
の
現
場
奉
仕
者
に
は
清
浄
性
が
期
さ
れ
、
神
意
に
沿
っ
て
罪
を
祓
わ
れ
た
者
が
祭
祀
に
供
奉
し
て
い
た
。
そ
れ
は
神
意
に
沿
わ

ず
に
祭
り
に
供
奉
す
る
こ
と
を
忌
避
し
て
い
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
神
意
に
沿
わ
な
い
祭
祀
は
神
が
承
知
せ
ず
神
宮
祭
祀
で
の
祈

願
は
破
綻
す
る
。
恒
例
祭
祀
の
祈
願
の
破
綻
は
天
皇
の
御
寿
命
・
御
世
や
天
下
の
人
々
と
五
穀
の
危
機
に
直
結
し
、
結
果
と
し
て
祭
祀
の
場

に
お
け
る
穢
や
違
例
が
大
神
の
祟
り
を
引
き
起
こ
し
て
天
皇
の
身
体
の
不
調
や
天
下
の
災
害
を
も
た
ら
す
と
い
う
認
識
の
形
成
に
至
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

祭
祀
の
現
場
で
の
違
例
が
大
神
の
祟
り
を
招
き
天
皇
と
天
皇
の
統
治
す
る
天
下
に
災
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
の
認
識
は
、
も
し
祭
祀
に
関

わ
る
不
測
の
事
態
が
起
き
れ
ば
国
家
的
危
機
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
単
純
な
シ
ス
テ
ム
や
制
度
に
は
収
斂
さ
れ
な
い
神
と

人
と
の
緊
張
関
係
を
孕
む
。
国
中
平
安
・
年
穀
豊
稔
・
諸
民
救
済
が
祈
ら
れ
た
（
45
）大

嘗
祭
な
ど
の
天
皇
親
祭
に
お
い
て
神
膳
供
進
の
作
法
に
特

別
な
注
意
が
払
わ
れ
た
（
46
）よ

う
に
、
祭
式
の
遵
守
は
、
毎
度
毎
度
常
に
新
し
く
生
起
し
て
く
る
現
実
の
祭
祀
現
場
に
対
応
し
克
服
す
る
た
め
の

手
段
で
あ
ろ
う
。
二
度
と
同
じ
現
実
が
な
い
の
と
同
様
、
恒
例
祭
祀
と
雖
も
全
く
同
じ
祭
祀
の
現
場
は
存
在
し
な
い
。
天
下
の
百
姓
の
生
活

や
五
穀
が
年
々
日
々
新
た
な
姿
を
見
せ
つ
つ
繰
り
返
し
て
い
く
の
と
同
様
、
そ
の
豊
饒
を
祈
願
す
る
祭
祀
も
年
々
同
じ
次
第
を
繰
り
返
し
な
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が
ら
常
に
一
度
き
り
の
現
実
で
あ
り
、
危
機
と
豊
饒
が
隣
り
合
わ
せ
た
世
界
を
生
き
る
人
間
の
営
み
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

伊
勢
臨
時
奉
幣
は
国
家
の
大
事
の
た
め
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
自
然
災
害
の
克
服
を
目
的
と
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
ま
た

聖
体
不
予
に
よ
る
臨
時
奉
幣
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
恒
例
の
神
宮
祭
祀
に
お
い
て
も
玉
体
と
御
世
の
長
久
と
繁
栄
、
皇
子
や
官
人
以
下
百
姓

の
安
寧
と
五
穀
豊
饒
が
祈
ら
れ
、
列
島
の
自
然
災
害
を
鎮
め
天
下
百
姓
の
五
穀
豊
饒
を
祈
る
こ
と
が
神
宮
祭
祀
に
お
い
て
も
大
変
重
要
な
要

素
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
恒
例
・
臨
時
の
神
宮
祭
祀
に
お
け
る
祈
願
は
、
天
下
を
統
治
す
る
天
皇
と
天
照
大
神
と
に
神
代
か
ら
の
密
接
な
つ
な

が
り
が
あ
り
、
天
照
大
神
へ
の
祭
祀
が
天
皇
と
天
皇
が
統
治
す
る
天
下
と
連
動
す
る
認
識
を
背
景
と
す
る
。

こ
の
点
に
関
し
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
見
え
る
禰
宜
任
用
後
の
祈
り
に
「
与
佐
志
給
比
」
と
い
う
語
句
が
存
在
す
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
る
。
こ
の
「
よ
さ
し
」
は
委
託
・
委
任
の
意
と
し
て
『
古
事
記
』・『
続
日
本
紀
宣
命
』・『
延
喜
祝
詞
式
』
な
ど
に
散
見
さ
れ
、
多
く
天
神

が
天
下
統
治
を
天
皇
（
皇
御
孫
命
）
に
委
任
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
お
り
（
47
）、

天
神
な
ど
委
任
者
と
そ
の
命
（「
み
こ
と
」）
を
受
け
る
天
皇
と

の
不
離
一
体
の
関
係
を
示
す
と
さ
れ
る
（
48
）。『

皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
で
は
天
皇
の
御
寿
命
の
長
久
が
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
意
で
「
よ
さ
し
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
読
め
る
が
、
禰
宜
の
祈
り
の
中
に
そ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
祈
り
の
対
象
で
あ
る
天
照
大
神
と
天
皇

と
の
密
接
な
関
係
性
を
禰
宜
が
承
知
し
、
伊
勢
祭
祀
と
天
皇
の
玉
体
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
理
解
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
古
代
の
神
宮
祭

祀
は
玉
体
と
天
下
の
長
久
・
繁
栄
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
も
し
大
神
の
祟
り
が
発
生
す
れ
ば
玉
体
と
天
下
に
災
い
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
も
理
解
さ
れ
、
大
神
と
の
緊
張
関
係
の
下
に
清
浄
が
期
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
鎮
座
地
の
生
業
に
根
差
し
旧
態
を
維
持
・
継
承
し
た
古

代
神
宮
祭
祀
の
営
み
は
、大
神
の
祟
り
を
起
こ
さ
ず
天
皇
と
天
下
の
生
業
の
安
寧
の
た
め
に
形
成
さ
れ
た
在
り
方
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代
の
神
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祭
祀
と
災
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註
（
1
）
小
坂
真
二
「
九
世
紀
段
階
の
怪
異
変
質
に
み
る
陰
陽
道
成
立
の
一
側
面
」
竹
内
理
三
編
『
古
代
天
皇
制
と
社
会
構
造
』
昭
和
五
十
五
年
三
月
、
繁
田

信
一
「
祟
―
平
安
貴
族
の
生
活
感
覚
に
お
け
る
神
仏
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察
―
」『
論
集
』
第
二
一
号
、
平
成
六
年
十
二
月
、
斎
藤
英
喜
『
ア
マ
テ
ラ

ス
の
深
み
へ

古
代
神
話
を
読
み
直
す
』
新
曜
社
、
平
成
八
年
十
月
、
西
山
良
平
「〈
神
〉・
怨
霊
・
山
陵
」
斎
藤
英
喜
編
『
ア
マ
テ
ラ
ス
神
話
の
変
身
譜
』

森
話
社
、
平
成
八
年
十
月
、
笹
恵
子
「
律
令
国
家
の
災
異
に
対
す
る
宗
教
的
対
応
に
つ
い
て
」『
高
円
史
学
』
一
四
、
平
成
十
年
十
月
、
佐
藤
弘
夫
『
ア

マ
テ
ラ
ス
の
変
貌
―
中
世
神
仏
交
渉
史
の
視
座
―
』
法
蔵
館
、
平
成
十
二
年
八
月
、
山
下
克
明
「
災
害
・
怪
異
と
天
皇
」『
岩
波
講
座

天
皇
と
王
権
を

考
え
る
』
第
八
巻
（『
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
身
体
』）
平
成
十
四
年
八
月
、
大
江
篤
『
日
本
古
代
の
神
と
霊
』
臨
川
書
店
、
平
成
十
九
年
三
月
、
山
田
雄
司
『
怨

霊
・
怪
異
・
伊
勢
神
宮
』
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
六
年
六
月
、
勝
山
清
次
「
神
社
の
災
異
と
軒
廊
御
卜
―
一
一
世
紀
に
お
け
る
人
と
神
の
関
係
の
変

化
―
」『
史
林
』
九
七
巻
六
号
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
、
な
ど
。

（
2
）
岡
田
莊
司
「
天
皇
と
神
々
の
循
環
型
祭
祀
体
系
―
古
代
の
祟
神
―
」『
神
道
宗
教
』
第
一
九
九
・
二
〇
〇
号
、
平
成
十
七
年
十
月
、
同
「
古
代
の
天
皇

祭
祀
と
災
い
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
二
巻
第
九
号
、
平
成
二
十
三
年
九
月
、
同
「
神
道
祭
祀
考
―
新
・
神
道
論
―
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
三
巻

第
一
一
号
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
、
笹
生
衛
「
地
域
の
環
境
変
化
と
祭
祀
」『
神
道
宗
教
』
第
一
九
二
号
、
平
成
十
五
年
十
月
、
小
林
宣
彦
『
律
令
国

家
の
災
異
と
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
二
月
、
山
口
え
り
『
古
代
国
家
の
祈
雨
儀
礼
と
災
害
認
識
』
塙
書
房
、
令
和
二
年
二
月
、
な
ど
。

（
3
）
註
二
前
掲
の
他
、
北
原
糸
子
編
『
日
本
災
害
史
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
八
年
十
月
、
安
田
政
彦
編
『
自
然
災
害
と
疾
病
』
竹
林
舎
、
平
成
二
十
九

年
三
月
、
今
津
勝
紀
「
日
本
古
代
の
気
象
と
王
権
―
九
世
紀
後
半
の
全
般
的
危
機
―
」『
気
候
変
動
か
ら
読
み
な
お
す
日
本
史
三

先
史
・
古
代
の
気
候

と
社
会
変
化
』
臨
川
書
店
、
令
和
二
年
九
月
、
な
ど
。

（
4
）
岡
田
・
小
林
註
二
前
掲
。

（
5
）
拙
稿
「『
日
本
書
紀
』
に
見
る
古
代
祭
祀
―
神
武
天
皇
紀
・
崇
神
天
皇
紀
を
中
心
に
―
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
二
一
巻
第
一
一
号
、
令
和
二
年
十
一

月
十
五
日
。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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（
6
）
本
表
の
作
成
に
お
い
て
は
、
岡
田
莊
司
・
並
木
和
子
編
「
臨
時
神
社
奉
幣
表
（
一
）」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
九
輯
、
昭
和
六

十
二
年
三
月
）、
神
宮
司
廳
編
『
神
宮
史
年
表
』（
戎
光
祥
出
版
、
平
成
十
七
年
三
月
）
の
成
果
も
参
照
し
て
い
る
。
六
国
史
の
活
字
本
は
以
下
を
用
い
た
。

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
～
四
『
日
本
書
紀
』
一
～
三
、
小
学
館
、
平
成
六
年
四
月
・
同
八
年
十
月
・
同
十
年
六
月
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
二

～
一
六
『
続
日
本
紀
』
一
～
五
、
岩
波
書
店
、
平
成
元
年
三
月
・
同
二
年
九
月
・
同
四
年
十
一
月
・
同
七
年
六
月
・
同
十
年
二
月
、
訳
注
日
本
史
料
『
日

本
後
紀
』
集
英
社
、
平
成
十
五
年
十
一
月
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
続
日
本
後
紀
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
七
年
八
月
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日

本
文
徳
天
皇
実
録
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
三
代
実
録
』
前
篇
・
後
篇
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
八
年

三
月
・
六
月
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
類
聚
国
史
』
第
一
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
紀
略
』
前
篇
、
吉
川

弘
文
館
、
平
成
十
二
年
四
月
。

（
7
）『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
七
・
八
年
の
伊
勢
奉
幣
三
例
は
前
後
に
聖
武
上
皇
不
予
に
よ
る
大
赦
記
事
が
あ
っ
て
同
八
年
五
月
乙
卯
（
二
日
）
伊
勢
奉
幣

の
当
日
に
崩
御
さ
れ
て
お
り
、
上
皇
不
予
に
よ
る
伊
勢
奉
幣
記
事
と
判
断
さ
れ
る
。
神
護
景
雲
四
年
八
月
朔
条
は
日
蝕
記
事
の
後
、
伊
勢
奉
幣
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
称
徳
天
皇
は
こ
れ
よ
り
先
同
年
二
月
庚
申
（
二
十
七
日
）
由
義
宮
行
幸
の
後
不
予
と
な
り
（
同
年
六
月
辛
丑
〈
十
日
〉・
八
月
丙
午
〈
十
七

日
〉
条
）、
不
予
を
卜
な
う
と
石
（
西
大
寺
東
塔
の
心
礎
に
用
い
た
東
大
寺
以
東
飯
盛
山
の
石
）
の
祟
り
と
さ
れ
（
同
年
二
月
丙
辰
〈
二
十
三
日
〉）、
伊

勢
奉
幣
の
三
日
後
八
月
癸
巳
（
四
日
）
に
崩
御
さ
れ
た
。
八
月
朔
伊
勢
奉
幣
の
理
由
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
後
関
係
か
ら
天
皇
不
予
と
深
い
関

係
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
8
）『
日
本
後
紀
』
嵯
峨
天
皇
朝
に
災
害
記
事
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
、
安
田
政
彦
「『
日
本
後
紀
』
災
害
記
事
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

第
一
七
四
号
、
平
成
十
三
年
四
月
）。

（
9
）
今
津
註
三
前
掲
。

（
10
）
今
津
註
三
前
掲
。

（
11
）
笹
生
註
二
前
掲
、
同
「
古
代
・
中
世
の
景
観
変
化
と
気
候
変
動
―
東
京
湾
東
岸
に
お
け
る
沖
積
平
野
の
変
遷
を
中
心
に
―
」『
気
候
変
動
か
ら
読
み
な

古
代
の
神
宮
祭
祀
と
災
害
（
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お
す
日
本
史
四

気
候
変
動
と
中
世
社
会
』
臨
川
書
店
、
令
和
二
年
九
月
。

（
12
）『
類
聚
国
史
』
巻
三
四
天
皇
不
予
参
照
。

（
13
）
丹
生
川
上
社
へ
の
祈
雨
儀
礼
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
五
月
庚
午
（
二
十
八
日
）、
貴
布
祢
社
へ
は
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
九
年
七
月
丙
申
（
十
四

日
）
条
を
初
見
と
し
、
祈
雨
・
止
雨
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
、
祈
雨
に
は
黒
馬
、
止
雨
に
は
赤
馬
が
奉
ら
れ
る
慣
例
で
あ
っ
た
。

（
14
）
山
口
「
延
喜
臨
時
祭
式
祈
雨
神
祭
条
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
」（
註
二
前
掲
第
一
部
第
四
章
）。

（
15
）
山
口
「
祈
雨
儀
礼
の
多
様
化
と
災
害
認
識
―
「
予
防
」
の
観
点
よ
り
―
」・「
日
本
古
代
の
仏
教
祈
雨
儀
礼
―
請
雨
経
法
の
受
容
を
中
心
に
―
」（
註
二

前
掲
第
一
部
第
五
章
・
第
二
部
第
一
章
）。

（
16
）
山
口
「
資
料
「
日
本
古
代
の
祈
雨
儀
礼
」」（
註
二
前
掲
巻
末
）。

（
17
）恒
例
の
九
月
十
一
日
神
嘗
祭
奉
幣（
例
幣
）使
発
遣
儀
は
大
極
殿
後
房
に
天
皇
が
出
御
し
て
挙
行
さ
れ
る
が
、伊
勢
臨
時
奉
幣
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ

た
（『
延
喜
内
寮
式
』
伊
勢
神
宮
祭
条
末
尾
に
「
臨
時
幣
帛
亦
同
」
と
あ
る
。
た
だ
し
臨
時
幣
帛
使
に
王
の
任
用
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
〈『
延
喜

伊
勢
大
神
宮
式
』
臨
時
幣
帛
使
禄
条
〉）。
通
常
、
神
社
へ
の
奉
幣
儀
に
天
皇
は
関
与
せ
ず
、
皇
祖
神
へ
の
天
皇
の
丁
重
な
配
慮
が
窺
わ
れ
、
か
つ
伊
勢

神
宮
へ
の
奉
幣
は
天
皇
の
み
が
行
い
え
る
専
権
事
項
と
さ
れ
る
（
藤
森
馨
「
神
嘗
祭
発
遣
儀
」
岡
田
莊
司
編
『
古
代
の
祭
祀
と
年
中
行
事
』
吉
川
弘
文
館
、

平
成
三
十
一
年
二
月
）。

（
18
）『
新
儀
式
』「
天
皇
加
二
元
服
一
事
」
に
は
貞
観
・
元
慶
・
承
平
の
例
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
日
本
三
代
実
録
』
に
記
述
は
な
い
が
、
貞
観
五
年
十
二
月

に
明
年
正
月
元
服
の
た
め
の
伊
勢
奉
幣
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

（
19
）
岡
田
莊
司
「
大
嘗
祭
祭
祀
論
の
真
義
―
遥
拝
・
庭
上
・
供
膳
祭
祀
―
」『
大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
三
月
。

（
20
）
藤
森
馨
「
神
宮
奉
幣
使
考
」『
平
安
時
代
の
宮
廷
祭
祀
と
神
祇
官
人
』
大
明
堂
、
平
成
十
二
年
九
月
〈
初
出
は
昭
和
六
十
一
年
三
月
〉。

（
21
）
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料

延
喜
式
』
上
、
集
英
社
、
平
成
十
二
年
五
月
。

（
22
）
拙
稿
「「
み
こ
と
も
ち
て
」
と
「
よ
さ
し
」
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」『
古
代
の
祭
祀
構
造
と
伊
勢
神
宮
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
年
十
二
月
（
初

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
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出
は
平
成
二
十
九
年
二
月
）。

（
23
）
貞
観
十
三
年
九
月
十
一
日
条
に
引
載
さ
れ
た
伊
勢
へ
の
祝
詞
文
か
ら
、『
延
喜
祝
詞
式
』
と
比
べ
て
祝
詞
冒
頭
句
が
「
皇
御
孫
御
命
以
」
か
ら
「
天

皇
我
詔
旨
止
。
掛
畏
岐
」
に
変
わ
り
、
結
語
部
分
に
「
此
状
乎
聞
食
天
天
皇
朝
廷
乎
宝
位
無
レ
動
久
。
夜
守
日
守
尓
護
助
賜
倍
止
申
賜
波
久
止
申
。」
と
天
皇
・
朝

廷
守
護
の
祈
願
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。「
夜
守
日
守
」
は
『
延
喜
祝
詞
式
』
で
は
平
安
時
代
に
成
立
し
た
平
野
祭
・
久
度
古
関
の
祝
詞
に
の
み

見
ら
れ
、
恐
ら
く
『
延
喜
祝
詞
式
』
所
載
の
神
嘗
祭
祝
詞
は
古
式
を
留
め
た
文
章
で
、
九
世
紀
中
頃
の
実
態
と
し
て
は
、
当
時
慣
例
化
し
て
い
た
祝
詞

文
の
表
現
・
形
式
が
、
伊
勢
奉
幣
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
実
際
に
申
上
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
24
）『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
九
月
乙
卯
（
十
一
日
）、
天
平
十
二
年
九
月
乙
未
（
十
一
日
）
の
例
な
ど
も
、
例
幣
に
斎
王
卜
定
や
戦
乱
平
定
な
ど
の
奉
告
・

祈
願
が
付
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

（
25
）
延
暦
の
時
点
で
は
中
臣
の
祝
詞
奏
上
は
六
月
月
次
祭
の
次
第
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
神
宮
月
次
祭
そ
の
も
の
と
、
神
祇
官
班
幣
の
月
次
祭
幣
帛
奉
納

儀
は
別
々
の
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
（
熊
田
亮
介
「
伊
勢
神
宮
の
月
次
祭
と
祭
祀
体
系
」『
文
化
』
第
四
六
巻
第
三
・
四
号
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
、

拙
稿
「
月
次
祭
・
新
嘗
祭
班
幣
の
構
造
」『
古
代
の
祭
祀
構
造
と
伊
勢
神
宮
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
年
十
二
月
〈
初
出
は
平
成
二
十
九
年
七
月
〉）。

ま
た
、
延
暦
の
時
点
で
神
宮
祈
年
祭
で
の
祝
詞
奏
上
者
は
大
神
宮
司
で
あ
り
、
神
宮
の
祈
年
祭
・
月
次
祭
で
中
臣
が
祝
詞
を
奏
上
し
朝
廷
幣
帛
が
奉
納

さ
れ
る
『
延
喜
式
』
の
制
は
大
中
臣
淵
魚
が
祭
主
を
兼
任
し
た
弘
仁
六
年
～
承
和
九
年
以
後
に
成
立
し
た
制
度
で
あ
っ
た
（
藤
森
馨
「
平
安
時
代
前
期

の
大
中
臣
氏
と
神
宮
祭
主
―
祭
主
制
度
成
立
に
関
す
る
一
試
論
―
」『
平
安
時
代
の
宮
廷
祭
祀
と
神
祇
官
人
』
大
明
堂
、
平
成
十
二
年
九
月
〈
初
出
は
昭

和
六
十
一
年
十
一
月
〉）。

（
26
）
こ
の
う
ち
、
自
身
の
家
で
養
蚕
し
た
糸
を
奉
納
す
る
形
式
は
、
三
節
祭
の
朝
夕
大
御
饌
祭
が
禰
宜
以
下
伊
勢
の
奉
仕
者
に
よ
る
自
給
的
協
同
奉
仕
を

色
濃
く
残
し
て
い
た
の
と
同
様
、
鎮
座
地
の
生
業
に
根
差
し
た
神
宮
祭
祀
の
旧
態
が
維
持
・
継
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
拙
稿
「
古
代
神
宮
「
日

祈
」
行
事
の
一
考
察
」『
古
代
の
祭
祀
構
造
と
伊
勢
神
宮
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
年
十
二
月
〈
初
出
は
平
成
二
十
八
年
七
月
〉）。

（
27
）
大
江
「
平
安
貴
族
と
「
祟
」」（
註
一
前
掲
書
第
二
章
第
二
節
、
初
出
は
平
成
十
三
年
）。

古
代
の
神
宮
祭
祀
と
災
害
（
塩
川
）
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（
28
）『
小
右
記
』
長
元
四
年
八
月
二
十
三
日
・
二
十
五
日
条
は
、
長
元
四
年
荒
祭
宮
の
斎
宮
託
宣
に
よ
る
八
月
二
十
五
日
発
遣
公
卿
勅
使
の
宣
命
の
「
辞
別
」

に
、
再
度
の
皇
大
神
託
宣
で
御
体
を
慎
む
べ
き
と
さ
れ
、
近
来
の
大
雨
が
陰
陽
寮
の
占
に
よ
り
巽
方
大
神
の
祟
り
と
さ
れ
た
た
め
、
内
外
宮
の
禰
宜
を

一
階
昇
叙
さ
せ
止
雨
と
玉
体
平
安
な
ど
を
祈
り
申
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
の
奥
書
に
は
寛
治
七
年
「
官
沙
汰
」
の
た
め
朝
廷
に
提
出
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
官
沙
汰
」
と
は
寛
治
七
年
二

月
二
日
に
昨
年
仮
殿
遷
宮
延
引
の
事
な
ど
に
つ
い
て
祭
主
・
大
宮
司
・
前
大
宮
司
に
対
問
さ
せ
、
三
月
二
十
四
日
に
は
そ
の
罪
名
を
明
法
博
士
に
勘
申

せ
し
め
た
こ
と
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
は
禰
宜
の
祭
主
・
宮
司
へ
の
対
抗
意
識
が
顕
著
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
池

山
聡
助
「
伊
勢
天
照
皇
大
神
宮
禰
宜
譜
図
帳
に
つ
い
て
」『
神
道
古
典
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
九
年
八
月
〈
初
出
は
昭
和
十
七
年
十
月
〉）。

「
巽
方
太
神
」
祟
り
記
事
で
祓
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
外
宮
の
禰
宜
以
下
奉
仕
者
、
王
、
祭
主
（
使
中
臣
）、
宮
司
、
国
司
、
郡
司
で
あ
り
、
内
宮

禰
宜
の
忠
節
・
正
当
性
を
主
張
す
る
側
面
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
30
）
山
本
信
哉
「
皇
大
神
宮
宝
亀
十
年
の
炎
上
を
弁
じ
て
仰
山
樵
土
君
に
与
ふ
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
四
巻
第
九
号
、
明
治
三
十
一
年
七
月
。

（
31
）
井
後
政
晏
「
太
神
宮
諸
雑
事
記
の
成
立
」『
神
道
史
研
究
』
第
三
十
六
巻
第
一
号
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
、
岡
田
莊
司
「
解
題
（
太
神
宮
諸
雑
事
記
）」

『
真
福
寺
善
本
叢
刊
〈
第
三
期
〉
神
道
篇

第
一
巻

神
道
古
典
』
臨
川
書
店
、
令
和
元
年
七
月
。
承
暦
三
年
二
月
二
十
一
日
の
火
災
で
『
太
神
宮
諸
雑

事
記
』
の
「
正
本
」
が
焼
失
し
た
後
、
荒
木
田
二
門
の
各
家
が
所
持
し
て
い
た
案
文
を
も
と
に
抄
写
・
修
訂
さ
れ
た
も
の
が
現
行
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』

で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
大
治
三
年
～
仁
安
三
年
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
32
）
井
後
・
岡
田
註
三
〇
前
掲
。
た
だ
し
長
元
以
後
の
記
事
に
は
「
巽
方
太
神
」
の
祟
り
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
33
）
御
巫
清
直
「
御
饌
殿
事
類
鈔
」『
大
神
宮
叢
書
』
臨
川
書
店
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
、
橋
村
正
兌
「
外
宮
儀
式
解
」『
大
神
宮
叢
書
』
臨
川
書
店
、

昭
和
四
十
六
年
一
月
、
福
山
敏
男
「
豊
受
大
神
の
御
饌
殿
」『
伊
勢
神
宮
の
建
築
と
歴
史
』
日
本
資
料
刊
行
会
、
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
（『
神
宮
の
建

築
に
関
す
る
史
的
調
査
』
内
務
省
造
神
宮
使
庁
、
昭
和
十
五
年
の
改
題
）。

（
34
）
遷
宮
の
開
始
に
関
す
る
記
事
は
「
持
統
女
天
皇

即
位
四
年
〈
庚
寅
、〉
太
神
宮
御
遷
宮
。
同
六
年
〈
壬
辰
、〉
豊
受
太
神
宮
御
遷
宮
。〈
何
東
御
地
江

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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始
遷
御
也
。〉」
と
し
て
簡
略
に
記
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
信
憑
性
が
あ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
（
田
中
卓
「
式
年
遷
宮
の
起
源
」『
伊
勢
神
宮
の
創

祀
と
発
展
』〈
田
中
卓
著
作
集
四
〉
図
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
年
六
月
〈
初
出
は
昭
和
三
十
一
年
五
月
〉、
岡
田
莊
司
「
神
宮
式
年
遷
宮
と
大
嘗
祭
」『
大

嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
三
十
一
年
三
月
〈
初
出
は
昭
和
六
十
三
年
九
月
〉、
な
ど
。

（
35
）
伊
藤
聡
「
橘
諸
兄
参
宮
譚
の
成
立
」『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
法
蔵
館
、
平
成
二
十
三
年
一
月
（
初
出
は
平
成
十
五
年
）。

（
36
）
橘
諸
兄
も
陪
従
し
た
聖
武
天
皇
伊
勢
行
幸
の
際
、
天
平
十
二
年
十
一
月
丙
戌
（
三
日
）
王
・
中
臣
・
忌
部
に
よ
り
伊
勢
奉
幣
が
な
さ
れ
て
お
り
（『
続

日
本
紀
』）、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
天
平
十
四
年
橘
諸
兄
参
宮
記
事
は
歴
史
的
事
実
に
根
差
し
た
も
の
と
さ
れ
る
（
田
中
卓
「
伊
勢
神
宮
寺
の
創
建
」『
伊

勢
神
宮
の
創
祀
と
発
展
』（
田
中
卓
著
作
集
四
）
国
書
刊
行
会
、
昭
和
六
十
年
六
月
〈
初
出
は
昭
和
三
十
二
年
四
月
〉、「
伊
勢
の
神
宮
と
行
基
の
神
仏
同

体
説
」『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
四
巻
、
講
談
社
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
〈
初
出
は
昭
和
三
十
四
年
五
月
・
七
月
〉）。
多
田
實
道
「
大
神
宮
祢
宜
延
平
日

記
に
つ
い
て
」『
伊
勢
神
宮
と
仏
教

習
合
と
隔
離
の
八
百
年
史
』
弘
文
堂
、
平
成
三
十
一
年
四
月
（
初
出
は
平
成
二
十
九
年
）
も
参
照
。

（
37
）
西
山
徳
「
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
古
伝
承
―
「
太
神
宮
諸
雑
事
記
」
を
中
心
と
し
て
―
」『
皇
學
館
大
學
紀
要
』
第
二
十
一
輯
、
昭
和
五
十
八
年
一
月
。

ま
た
、
阪
本
広
太
郎
の
『
新
校
群
書
類
従
』
第
一
巻
解
題
（
内
外
書
籍
、
昭
和
七
年
一
月
）、
西
田
長
男
の
『
群
書
解
題
』
第
六
巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

昭
和
三
十
七
年
四
月
）
も
参
照
。

（
38
）
所
功
編
『
三
代
御
記
逸
文
集
成
』
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
七
年
十
月
。

（
39
）
胡
麻
鶴
醇
之
・
西
島
一
郎
校
注
『
神
道
大
系

神
宮
編
四

太
神
宮
補
任
集
成
（
上
）』
昭
和
五
十
九
年
十
月
。

（
40
）
大
中
臣
氏
と
祭
主
職
に
つ
い
て
は
藤
森
馨
「
清
麻
呂
流
大
中
臣
祭
主
家
成
立
の
背
景
―
大
神
宮
の
祟
咎
と
清
麻
呂
―
」（『
平
安
時
代
の
宮
廷
祭
祀
と

神
祇
官
人
』
大
明
堂
、
平
成
十
二
年
九
月
〈
初
出
は
平
成
十
二
年
三
月
〉）。

（
41
）『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
五
年
十
月
六
日
に
、
頻
り
に
現
れ
る
物
怪
を
占
う
と
御
病
の
事
在
り
と
さ
れ
、
御
体
平
安
の
奉
幣
が
賀
茂
・
松
尾
・
平
野
・

大
原
野
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
貞
観
十
五
年
九
月
十
七
日
天
皇
御
薬
の
記
事
と
関
係
す
る
で
あ
ろ
う
か
。『
日
本
三
代
実
録
』
仁

和
三
年
四
月
朔
に
日
蝕
記
事
が
あ
る
が
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
で
は
同
三
年
四
月
の
諸
星
流
行
、
五
月
の
日
蝕
を
「
巽
方
太
神
」
の
祟
り
と
し
て
勅
使

古
代
の
神
宮
祭
祀
と
災
害
（
塩
川
）
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が
差
遣
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。『
日
本
紀
略
』
寛
平
四
年
八
月
十
四
日
に
は
旱
魃
・
恠
異
に
よ
り
諸
社
奉
幣
が
な
さ
れ
て
お
り
（「
宇
多
天
皇
御
記
」
逸

文
と
推
定
さ
れ
る
『
西
宮
記
』
七
仁
王
会
裏
書
で
は
松
尾
・
鴨
上
下
・
平
野
・
稲
荷
と
太
神
宮
が
対
象
）、
一
年
の
ず
れ
と
日
付
の
違
い
（
誤
記
か
）
は

あ
る
が
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
寛
平
三
年
七
・
八
月
天
皇
御
所
の
物
恠
に
よ
り
八
月
五
日
勅
使
発
遣
の
記
事
と
対
応
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
も
そ
も

天
皇
・
上
皇
な
ど
の
聖
体
不
予
に
よ
る
伊
勢
臨
時
奉
幣
は
奈
良
時
代
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
延
暦
二
十
年
に
は
祭
祀
の
闕
怠
等
に
よ
る
祓
が
規
定
化
さ

れ
て
い
る（『
類
聚
三
代
格
』延
暦
二
十
年
五
月
十
四
日
官
符「
定
二
准
レ
犯
科
レ
祓
例
一
事
」）。
玉
体
や
天
照
大
神
に
関
す
る
事
は
内
廷
の
案
件
と
し
て
内
々

に
処
理
さ
れ
た
事
例
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
国
史
に
記
載
さ
れ
な
い
伊
勢
神
宮
に
関
わ
る
雑
事
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
六
国
史
に
記
載
の
な
い

伊
勢
へ
の
臨
時
遣
使
や
伊
勢
奉
仕
者
な
ど
へ
祓
を
科
し
た
事
例
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
事
実
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
前
期
の
遷
宮

は
国
史
に
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
神
亀
六
年
・
天
平
三
年
の
記
事
で
伊
勢
神
宮
を
「
巽
方
」
と
す
る
の
は
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
不
自

然
で
あ
り
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』「
巽
方
太
神
」
祟
り
記
事
は
平
安
時
代
中
期
以
降
の
文
飾
が
確
実
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
前
期
以
前
の
事
例
で
六
国

史
と
符
合
し
な
い
記
事
で
あ
っ
て
も
、
天
皇
（
天
皇
近
親
）
不
予
な
ど
を
理
由
と
す
る
伊
勢
臨
時
奉
幣
・
遣
使
の
記
録
や
、
祭
祀
に
関
わ
る
過
・
穢
・

違
例
に
よ
り
伊
勢
奉
仕
者
・
祭
使
・
宮
司
・
国
郡
司
な
ど
へ
祓
を
科
し
た
記
録
が
神
宮
側
に
残
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
だ
ろ
う
。

（
42
）
安
江
和
宣
「
御
体
御
卜
に
関
す
る
一
考
察
」『
神
道
祭
祀
論
考
』
神
道
史
学
会
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
（
初
出
昭
和
五
十
一
年
一
月
）、
斎
藤
「「
御
体

御
卜
」
と
い
う
謎
」（
註
一
前
掲
書
第
四
章
）、
岡
田
註
二
前
掲
「
天
皇
と
神
々
の
循
環
型
祭
祀
体
系
」、
木
村
大
樹
「
御
体
御
卜
の
成
立
と
変
遷
に
関
す

る
一
考
察
」『
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
―
文
学
研
究
科
―
』
第
四
七
輯
、
平
成
二
十
八
年
三
月
（『
古
代
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
古
川
弘
文
館
、
令
和
四

年
一
月
に
所
収
）。

（
43
）『
宮
主
秘
事
口
伝
』
に
よ
る
と
、「
可
レ
有
二
神
祟
一
歟
」
が
卜
合
す
る
と
伊
勢
国
大
神
宮
・
豊
受
宮
か
ら
宮
中
、
京
中
、
五
畿
内
、
七
道
そ
れ
ぞ
れ
の

神
祟
が
卜
わ
れ
、
神
宮
が
卜
合
す
る
と
近
仕
人
、
宮
司
等
、
御
常
供
田
預
等
、
神
戸
司
等
、
御
厨
司
等
の
「
過
」
に
よ
る
祟
り
か
が
そ
れ
ぞ
れ
卜
わ
れ
、

御
常
供
田
預
等
・
神
戸
司
等
が
卜
合
す
る
と
、ど
の
郡
の
御
田
か
、い
ず
れ
の
神
戸
か
が
卜
わ
れ
、科
さ
れ
る
祓
の
等
級
も
卜
わ
れ
る
流
れ
で
あ
っ
た（
安

江
註
四
一
前
掲
）。

皇
學
館
大
学
創
立
百
四
十
周
年
・
再
興
六
十
周
年
記
念
『
皇
学
論
纂
』
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（
44
）
斎
藤
「
伊
勢
神
宮
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
」（
註
一
前
掲
書
第
三
章
）。

（
45
）「
大
嘗
会
神
饌
秘
記
」（「
後
鳥
羽
天
皇
宸
記
」）『
神
道
大
系

朝
儀
祭
祀
編
五

践
祚
大
嘗
祭
』
昭
和
六
十
年
十
月
。

（
46
）
岡
田
莊
司
「
大
嘗
祭
―
陪
膳
采
女
の
作
法
と
祝
詞
を
中
心
に
―
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
二
〇
巻
第
一
一
号
、
令
和
元
年
十
一
月
、
木
村
大
樹
「
神
今

食
の
神
饌
供
進
儀
に
関
す
る
一
考
察
」『
神
道
研
究
集
録
』
第
三
一
輯
、
平
成
二
十
九
年
三
月
、
同
「
大
嘗
祭
の
神
饌
供
進
儀
に
お
け
る
「
秘
事
」
の
継
承
」

『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
二
〇
巻
第
一
一
号
、
令
和
元
年
十
一
月
（
両
木
村
論
考
は
『
古
代
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
令
和
四
年
一
月
に
所
収
）。

（
47
）
拙
稿
註
二
一
前
掲
。

（
48
）
西
田
長
男
「
祭
り
の
根
本
義
―
『
延
喜
式
祝
詞
』
を
中
心
と
し
て
―
」『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
二
巻
古
代
編
（
上
）
講
談
社
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
（
初

出
は
昭
和
三
十
一
年
九
月
、
原
型
は
昭
和
十
八
年
七
月
）。

古
代
の
神
宮
祭
祀
と
災
害
（
塩
川
）
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